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FIG．1　the　distribution　of　the　Q200
　　　　　（water　te皿perature
　　　　　　　　fro皿　the　surface　to　200　m．）
ig．2 the　distribution　of　density　indices
　　　　　of　minke　whale
　　（nmber　schoo1／100　nautical　mi　les　searched）
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南極海産ミンククジラの摂餌活動の日周変化のモデルの構築
Establishment　of　a　model　fbr　diumal　variation　of　feeding　activity　of
　　　　　　　　　the　Alltarctic　minke　whale
桑原幸代（東水大），大隅清治（日鯨研）
S．KUWAHARA（Tokyo　Univ．　ofFisheries），　S．　OHSUMI（Inst．　of　Cetacean　Res．）
The　diumal　feeding　activity　of　the　millke　whale　in　the　Antarctic　was　estimated　by
means　of　a　model．　The　model　was　established　by　the　analysis　of　various　biological
data　which　were　collected　by　Japanese　whale　research　hl　the　Antarctic．　Feeding　times
and　fbeding　time　vary　accompanied　with　the　seasonal　change　in　day　time．　In　the　season
in　which　day　time　is　long，　m口1ke　whales　fbed　smaller　amo㎜t　of　fbod丘equently　hl　day
血1e，　and　m　the　season　in　which　day　time　is　short，　they　feed　large　amount　of　fbod
wi血in　dark　time．
【はじめに】　ミンククジラは夏季を中心に
南極海に来遊し、摂餌生活を営むが、その摂
餌活動に見られる日周変化のパターンは海洋
環境や生理的状態などの諸条件によって異な
る。その中でも季節による変化が顕著であり、
日照量の時刻変化と関係することが推定され
た。そこで、時刻別の日照量を参照して日周
摂餌活動モデルの構築を試みた。
【方法】　日本が南極海において実施してい
る鯨類捕獲調査によって1988／89－1991／92年
度の間に得られた資料の中で、捕獲日時、体
長、体重、胃内容重量、胃内容物鮮度などの
データを用いて統計処理を施した。解析の結
果、第1胃の鮮度良好（F及び塒と判定された
内容物重量が摂餌活動をよく表現すると判断
されたので、これに該当する個体を選んで胃
内容重量の時刻による変化を季節別に求め、
それらの季節の日照量の時刻変化と対照させ
た。次に体重量から1日当たりの摂餌量を算
出し、それらの結果を用いて日周摂餌モデル
を構築し、実測結果と対比しながら、シミュ
レーションによって現実に近いモデルを選び
出した。また、調査できなかった時刻の摂餌
活動について、そのモデルによって推定を試
みた。
【結果】　南極海でのミンククジラの第1胃内
容物の最大実測値は249kgであり、1日の必要
摂餌量は平均270kgと推定されたことから、1
日の必要摂餌量は1回の摂餌活動で賄うこと
が可能であると推定される。しかし、鮮度良
好な胃内容物の平均重量は約37kgであるので、
1回の平均摂餌量は最大実測重量より少ないと
考えられる。日照時間の長い季節には、ミン
ククジラは少量の餌を数回にわたって1日に必
要とする餌量を得るが、日照時間が短くなる
と夜間に集申して、少ない回数で摂餌するよ
うになる。
【考察】　ミンククジラの主要な餌料生物で
あるナンキョクオキァミは、照度の変化に
伴って日周鉛直移動を行うが、照度が減
少して表層に分布するほど、ミンククジ
ラはそれを捕食しやすくなる。
　本研究はミンククジラの摂餌活動を胃
内容物から間接的に推定する試みがなさ
れたが、今後は直接的に摂餌活動の観察
または記録を行う研究が望まれる。
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　　好冷菌〃加10ABE－1株イソクエン酸脱水素酵素遺伝子発現の低温誘導
Low－temperature　inducible　expres8ion　of　the　gene　encoding　isocitrate
dehydrogenase　of　a　p　sychroph丑ic　bacterium，防励o　sp．　strain　ABE・1
福永典之、鈴木昌裕、佐原健彦、鶴羽淳一郎、高田泰弘（北大・理・生物科学）
N．F㎜AGA，　S．　SUZ皿，　T．　SA㎜A，　J．　TS皿皿A，　and　Y．　TA㎜A
　　　　　　　　　　（Hokkaido　Univ．　Biological　Science）
　伍働bsp．　stra口1　ABE・1，　a　psychrophHic　bacteriu］m，　there　exist　two　structura皿y
d避brellt　isocitrate　dehydrogenase（IDH）isozymes．　No　homology　was　fbund　hl　ammo
acid　sequences　dedu㏄d　from　the　cloned　two品∂genes　encoding　IDH－I　and　IDH・II，
respectively．　IDH・II　exhibits　high　enzymatic　activity　at　low　temperature．　Effbcts　of
temperatures　on　the　expression　of　the　jc∂genes　in．酷c力θ励ja　co五were　examine（1．　It
was　fbumd　that　the　expression　of　jcdπgene　was　activated　at　low　temperature．
【はじめに］　イソクエン酸脱水素酵素GDH）は、
TCAサイクル中の酵素で、広く生物界に分布してい
る↓好冷菌打加ゴoABE－1株には、二量体および単
量体と構造の異なる二種類のIDHが存在している。
このうち、単量体のIDH－nは、低温で高い酵素活
性を維持し、かつ熱に不安定な特徴を示す。また、
クローニングしたIDH－n遺伝子から推定したアミ
ノ酸配列は、二量体IDH－1のものと全く相同性が
なかった。二量体IDH－1のアミノ酸配列は、むしろ
常温菌である大腸菌IDHと高い相同性を持ってい
る。
　今回我々は、このように特徴の全く異なるIDH
アイソザイム共存の生理的意味と、好冷菌阪●万o
ABE－1株の低温適応機構を分子論的に明らかにす
る目的で、クローニングしたIDH－1、－n遺伝子の
発現におよぼす温度の影響を検討した。
【方法］　IDH－1およびIDH¶のN一末端アミノ酸配
列を基にして作製したオリゴヌクレオチドプロー
ブを用いて、　附加ゴoABE－1株ゲノムDNA断片を含
むλファージDNAからそれぞれの遺伝子（icdI，
icdII）をクローニングした。ラローニングした遺伝
子をプラスミッドpBluescriptに挿入し、　IDHを欠
く五co1ゴDEK2004変異株を宿主として遺伝子を発
現させた。遺伝子の発現レベルは、32Pで標識した
ゴαπおよびゴo∂∬遺伝子DNA断片をプローブとし
たノーザーンプロット法、また、抗IDH－1、　IDH¶
抗体を用いたウエスタンブロット法、および酵素活
性の測定から判定した。
［結果1単量体IDH－n遺伝子（ゴo∂∬）mRNAのレベル
は、形質転換した五co万変異株の培養温度を37℃
から15℃に順次低下させるのに伴い増加した。こ
れに対して、二量体IDH－1遺伝子（ゴcのmRNAのレ
ベルには、培養温度の影響はなかった。ゴα仏允∂
∬mRNAの安定性を37℃と15℃で比較したところ、
両者の安定性は、どちらの温度においても相違はな
かった。従って、IDH－n遺伝子の発現は、低温で活
性化誘導された結果であると判断された。
1考察］ゴ6∂∬遺伝子プロモーター領域には、大腸菌
の低温ショック遺伝子プロモーター領域に認めら
れる特殊な塩基配列一CCAAT一が存在する。低温で働
きやすい酵素（IDH－n）遺伝子と、低温誘導性プロモ
ーターとの組み合わせは、好冷菌附れτoABE－1株
の低温適応を分子のレベルで一層加速させたと考
えられる。
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P57　　南極のマクマードドライバレー±也域からの糸状菌の分離
　　TIIE　ISOLATION　OF　FUNGI　FROM　THE　MCMURI）　DRY　VALLEYS　REGIONS，　ANTARCTICA
　　　　　　　　　　　　　　西川二郎　　（故）飯塚廣
　　　　　　　　　　　　　　東京理科大学理工学部応用生物科学科
　　　　　　　　　　　Jiro　NISlllKA胃A　and　（The　late）Hir〈｝shi　IIZUKA
Department　of　ApPlied　Biologicai　Science・　Faculty　of　Science　and　Techl1《｝logy，
　　　　　　　　　　　　ScieIlce　University　of　Tokyo
We　is《｝lated　250　fungal　strains　fr（，m　the　McMurd　1）ry　Valley　regiorls　（Lake　Vanda，
Labyrinth・　South　Fork　and　Ross　Island）in　Antarctica．　　To　study　about　the　whole
images　f（ハr　many　is（，lated　fungi，　the　cultural　and　morphol《）gical　observations，
etc・we「e　i・vestig・ted’Fr・m　the　result・・tlle・e・as・…derf・l　di・ersity。，d
originality　in　Antarctic　fungi．
1はじめに．日本の南極の微生物（糸状菌、
酵母、細菌）に関する研究は飯塚等が先駆的
役割を果している。例えば糸状菌は杉山、飯
塚等（1967）、椿（1961）、酵母は後藤、飯塚等
（1969）、曽根田（196D、細菌は飯塚、岡崎、
瀬戸（1969）、井上、駒形（1976）、山中等（198
4）の報告等がある。しかし現在南極の微生物
の研究は殆どなく、さらに世界的にみても研
究は少ない。これまで一部の酵母、細菌及び
細菌、酵母の多様性、独自性について発表し
て来た。（1）（2）（3）（4）（5）今回は、南極のマ
クマドライバレー地域からの糸状菌の分離と
その多様性、独自性について報告する。
2方法．南極の湖水等の微生物分離試料は前
回（5）と同一である。好気的条件下で単集落
分離法及び周辺切片切り出し法により純粋分
離株を250株得た。この内15株について全体
像を把握のため培養的、形態的観察及び温度
依存性等について検討した。
3結果及び考察．250株中の15株にもかかわ
らず多様性を示した。これまでの酵母（4）、細
菌（5）同様に驚異的な多様性、独自性があると
考えられ、学問的にも、資源的にも重要かつ
貴重と考えた。巨大集落から、色調は緑、白、
茶褐色、檀等とあり、表面上の気菌糸の発
達も、羊毛、綿毛、ビロード等あり、外生色素
を生成するものしないもの、周辺部が全縁と
不規則のものそうでないもの、液状物質を集
落上に産生するものしないものとがあり、多
様性をもっていた。形態学上から、
PenicilHum属を認め、しかもそのべニシラ
スの分岐状態からして2種以上あると判断で
き、また既存の報告にあるPhialophora属株、
Geotricum属等を認めた。しかし、これまで
知られていない菌株をも認めた。
Aspergillus属株が一株も認められなかった
ことは興味深い。温度依存性は、0℃～45℃で生
育し、至適温度は約2此の株が多かった。一
方、0℃で生育する株も多く認めた。その他
Oidhlm属、　Aureobasidium属、　Altemaria属、
Stemphyliu皿属、　VerticiUium属株に類似す
る株をも認めた。しかし、今後さらに詳細な
分類学的検討が必要であろう。
　本シンポジウムで
（D1989：南極の細菌、酵母の諸性質
（2）1990：南極の新種の酵母について
（3）1991：南極の新属、新種の細菌について
（4）1992：南極の酵母の多様性
（5）1993：南極の細菌の多様性
　本研究にあたり多大なる御助言をいただい
た群馬農業総合試験場、白石俊昌先生に深く
感謝いたします。
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温度極域（南極陸域および温泉水域）から得られる
　　　　　　蓋細菌類の生理学的比較
Comparative　physiology　of　cyanobacteria　from　thermal　extrems，
　　　　　　　　　Antarctica　and　hot　spring．
清水　晃（奈良女子大）、木村　憲司　（前沢工業）、
　　　　　綿貫　知彦（神奈川県衛生研）
　　　SHIMIZU，　A．（Nara　Women’s　Univ．），
　　KUMURA，　K．（Maezawa　lndustria川nc．），
Watanuki，　T．（Kanagawa　Pref．　Public　Health　Lab．）
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南極産微細藻類およびシアノバクテリア中の長鎖および分岐炭化水素
Long－chain　and　branched　hydrocarbons　in　cultured
　microalgae　and　cyanobacteria　from　Antarctica
松本源喜（大妻女大社情）．，山田サチ子（湘南工大），大谷修司（島大教育），長島秀行（東理
　　大基礎工），藤井美和子（東理大理），会田宏彰（東理大理），佐藤春雄（東理大理）
G．1．MATSUMOTO（Otsuma　Womeパs　UnM》，　S．　YAMADA（Shonan　lnsL　Technol．），
　S．OHTANI（Shlmane　Univ．），　H．　NAGASHIMA（Scl．　Unlv．　Tokyo），　M．　FUJII｛Scl．
　　Unlv．　Tokyo》，　H．　AIDA　（Sci．　Uni仏　Tokyo）and　H．　SA了O（Scl．　Unlv．　Tokyo｝
　　Hydrocarbons　in　cultured　microalgae　and　cyanobacteria　from　Antarctica　were
ana「yzed　using　a　JEOL　JMS　Automass　150　gas　chromatograph－mass　spectro－
meter（GC－MS）to　characterize　their　compositωns　in　relation　to　biogeochemical
researches　and　chemotaxonomy．　Generally，　shorいchain（＜C20）η毛11kanes　and　η一
a「kenes　were　predommant　in　cyanobacteria，　but　phytadiene　was　predominant　in
Chlorophyta．　　Branched－alkanes　and　a｝kenes　were　mainly　found　in　Cyano－
bacteria．　Long－chain　（＞C19）　ηalkenes（η一C25：2，　η＜）27：1，　η一C27：2，　η＜）29：2，　η一C30：2，
etc．）　were　detected　in　5coガθ〃oρs∫s　sp，（Chlorophyta）which　is　probably　an　impo一
セmtsource　organism　of　Iong・chainη一hydrocarbon　found　in　Antarctic　environments．
　【はじめに】南極大陸は極低温で生物の生
存にとって極めて過酷な環境なため，南極半
島の北部を除き維管束植物は存在しない．大
陸の大部分は厚い氷に覆われているが，その
周辺部やヌナタークには露岩地帯（オアシス）
が分布する．オアシスの窪地には多数の湖沼
がみられ，大陸における生物活動の中心とな
っており，湖内にはシアノバクテリアや微細
藻類が広く分布している．マクマードおよび
昭和オアシスには維管束植物が存在しないに
もかかわらず，これらのバイオマーカーとさ
れている長鎖のη一アルカン（＞C19）が，しば
しば炭化水素の主成分として検出される．本
研究では南極のオアシスから採取培養された，
微細藻類やシアノバクテリア中の炭化水素の
特徴を明らかにし，長鎖のη一および分岐炭化
水素の起源生物を解明することを目的とした．
また，化学分類学的視点からも検討を加えた．
　【材料と方法】南極のマクマードおよび昭
和オアシスなどで採取し，凍結保存した微細
藻類およびシアノバクテリアを解凍後培養し
た．これらの培養は共同研究者である島根大
学の大谷および東京理科大学の長島によって
行われた．炭化水素の分析はMatsumoto　θr
a／（1979，1989）の方法に準じて行った．試
料は水酸化カリウム／メタノールで加水分解後，
シリカゲルカラムクロマトグラフィーにより
炭化水素フラクションを得た．炭化水素の測
定はキャピラリーカラムを接続したJEOL
JMS　Automass　150ガスクロマトグラフーマ
ススペクトロメーター（GC・MS）で行った．ま
た，炭化水素中に分岐の存在を確認するため
に，酸化第二白金を触媒として水素ガスによ
り水素添加を行ってからGC－MSで測定した．
　【結果および考察】炭化水素組成はシアノ
バクテリア（Lγηgb／amαr眉γ乙Pカo〃ηば1μm
勧レθ0∫aωm，ρかダdα1η，ρ’aη71ηOSαm，ρ
ρ佗∫8かθソ，P　μη0∫ηaむm，　e1C．），緑藻類
（C力10rθ〃a　　測ga〃s，　　Oos〃7a加m
sρθclosμ1η，　Oosη7a〃σm　　sp，　Sooガθ〃oρsls
sp．，　e¢．）および未同定試料中で大きく異なっ
た．　一般に不飽和炭化水素が多く，シアノバ
クテリアでは短鎖のη一アルカン（η℃17：0）お
よびη一アルケン（ηC17：1，η℃18：1，ηC19：1）
が主成分であったが，緑藻類ではフィタジエ
ン（isop－c20：2）が多く含まれていた．また，
分岐アルカンおよびアルケンはシアノバクテ
リアに特異的に存在し，化学分類学的に有用
であろう．興味深いことに緑藻類の
Sco∬θ〃oρs／s　　sp．には，長鎖のη一アルケン
（η一C25：2，　　η一C27：1，　　η一C27：2，　　17〈⊃29：2，　　η一
C30：2，　e¢．）がかなりの比率で検出された．
Sodθ〃oρs∫s　sp．などの緑藻類は，南極にお
ける長鎖炭化水素の重要な起源生物と考えら
れ興味がもたれる．
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P60　　　　　バイカル湖沖帯におけるピコシアノバクテリアの増殖過程
Development　of　pic㏄yanobacterial　bloom
in　pelagic　zone　of　southem　Lake　Baikal
　　　　　　　　片野俊也1、渡辺泰徳1，0Uga　Mologawaya2，Valentine　Drucker2
（1都立大・理・生物，2L㎞nological　Lls6加e，Sibedan　Branch　of　Academy　of　Sciences，Russia）
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　Lake　Baikal　is　the　d㏄pest　lake　in　the　world　and　it　holds　20％of　the㎞land　fresh　water　exists　on　the
earth　surface．　The　lake　is　also　famous　for　its　clear　water；maximum　Secchi　depth　sometimes　reaches
near　40m．　However　Russian　researchers　have　noticed　that　Se㏄hi　depth　of　the　lake　lowers　in　summer．
ぷap頒of　B副（al　Int㎝a廿on訓（辿nter　for　Ecolo塵c剖R田earch（BICER）st翻from　1991，　we
measured　very　low　Se㏄hi　depth（5m）which　was　due　to　picocyanobacterial　bloom　in　the　south　basin
mlate　July，1992．　To　study　the　initiation　and　developm㎝t　of　the　bloom，　we　investigated　abundance　of
pioocyanobacteda　and　environmental　fac故）ぴfrom　middle　June　to　August　in　1994．　Water　temperature
at　su㎡ace　was　variable　from　18th　June　to　5th　July　with　a　range　of　4－10℃depend㎞g　on　wind
conditions．　After　5th　July　water　temperature　steadily　k1αeased　and　reached　9℃on　8th　and　near　15℃
on　15thJuly．　From　18th　June　to　5th　July　the　mean　abundance　of　pioocyanobacteria　i川he　euphotic
zone　increased　from　3x103㏄Us／㎞1　to　l　x104ceUs／ml，　th㎝reached　to　5x105cells／ml　on　18th　July．
D面ng　this　period　the　maximum　net　growth　rate（μ；day1）was　calculated　O．65．　Results　of　nu耐印t
enrich　and　dilution　incubation　expe血1ents　suggest　that　water　temperature　was　the　rate　limiting　factor
of　the　picocyanobac㎞al　growth．
　Pic㏄yanobacteria　are　main　primary　producers　in　pelagic　zone　of　southem　Lake　Baikal　and　strongly
口血u㎝ce　f却ch曲of　pl融ton加d　fish　co㎜画ti㏄．　Mact舳t　picocy飢obac缶亘a　go軸
depends　on　development　of　shortψ1e㎜al　slratぜica60n　is　considered　to　be　characteristic　in　the　short
cold　su㎜er　m　n㎝幽region．
　バイカル湖は世界の淡水陸水の20％を保有し世界最大の水深をもつ湖である。また40mに達したと言われ
る透明度の高さでも古くから有名である。しかし、夏季に透明度が低下することは以前からロシアの研究者
にも知られていた。バイカル湖生態学国際共同研究（BICER）の一環として我々はプランクトン群集の解析を
行っているが、1992年の7月下旬に透明度が約5mにまで低下しているのを観測した。これは超小型のピコシ
アノバクテリア（らん藻）によるもので、有光層下部の分布中心ではその細胞密度は2x106cells加1に達して
いた。このブルームは翌年も観察されたので、今年はその発達過程の追跡を目的として調査を行った。調査
は6月中旬から1ヶ月間バイカル湖南湖盆に定点を設け、3～5日に一回の頻度でサンプリングを行った。測
定項目は、水温、透明度、ピコシアノバクテリア細胞密度、chユ．a濃度、懸濁態炭素、窒素、リン濃度、及び
栄養塩濃度等で、ピコシアノバクテリア細胞密度の増加と環境要因との関係について解析を行った。表層水
温は、、6月18日から7月5日まで一時的な成層はみられたものの風雨のために、4～10℃で変動し安定した水温
成層はみられなかった。7月5日をすぎてから、表層水温は上昇し始めた。7月8日には9℃に、18日には15℃
を越え、はっきりとした水温成層が観察された。ピコシアノバクテリアの細胞密度は、6月18日には
3x103cells！m1であったが7月5日までに、　lx104cells／mlに増加した。その1後水温の上昇に併せて、細胞密度はそ
れまで以上の速さで増加し、7月18日に｝琴5×105cells！mlに達した。その間の見かけの増殖速度（μ：day1）は最
大で0．65を示した。さらに、現場実験、室内での栄養塩添加実験、の結果からこの時期ピコシアノバクテリ
アの成長速度を律速しているのは水温であることが示唆された。
　夏季のバイカル湖沖帯の生態系においてピコシアノバクテリアは圧倒的に優位な一次生産者であり、他の
プランクトン及び魚類にいたる食物連鎖に重大な影響を持っている。その発達が夏の短い水温成層の状況に
依存しているのは、寒冷地湖沼の特徴と考えられる。
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南極産土壌藻類
Soil　algae　in　Antarctic　region
中野武登（広島大・理），飯田高明（広島大・理），大谷修司（島根大学・教育），
　　　　　　　　　　　　　出口博則（広島大学・理）
T．NAKANO（Hiroshima　Univ．，　Fac．　Sci．），　T．田DA（Hiroshima　Univ．，　Fac，　Sci．），　S．　OHTANI
　　　　（Shimane　Univ．，　Fac．　Educ．）and　H．　DEGUCHI（Hiroshima　Univ．，　Fac．　Sci．）
　Soil　s㎜ples　were　collected　from　Antarctic　region　by　Ohtani　in　1988．　About　13　species　of　soil
algae　were　isolated　ffom　the　fbur　samples．　They　were　Cκα〃ぴdαηo〃αs　spp．，βταc’θαcoccμ∫励〃oア，
Pα力ηθ〃ococcμぷ〃2」η〃’μぷ，　C乃10γε〃αsp。，7ンeboμxτα　9元9αMθα，　S’jc乃ococc〃∫η2加〃’μ∫，8bαcτ〃αrτ∫，＆
加’α6〃τ3，De醐ococcμ∫θ〃∂b1効匡cμ初，　P5¢〃db5c加zomεrj5吻μco3α，　etc．5’jcカococc〃5　spP．　were
abundantly　isolated　fセom　these　samples．
［はじめに］　南極産の土壌藻類に関しては
多くの研究者が興味を持ち，分類学的，生態
学的研究が行われてきた（Fritsch　l912，
Holm－Hansen　l964，　Koob　1967，　　Kol　l968，
Akiyama　1976，　Broady　1976，　1979，　etc．）．
しかし，研究対象地域は比較的限られており，
また土壌藻類は，同一地域であっても
habitatのわずかな相違によってフロラが大
きく異なる場合が多い．したがって，さらに
多くの南極地域の土壌について土壌藻類を詳
細に研究する必要がある．本研究では土壌産
緑藻類の分類学的，生態学的研究を行った．
［材料］　本研究に用いた土壌サンプルは，
1988年，大谷によって以下の地点で採集され
たものを用いた．
1．パッダ島　（88091616）：砂
2．ネスホルメン島，プリンスハラルトコー
　　スト（88091714）：砂
3．ラングボブデ，雪鳥沢（88042712）：砂
4．とっつき岬（88062803）：砂
［方法］　上記の土壌を滅菌水に懸濁し，こ
れをBBM寒天平板上に塗布して前培養した．
培養条件は，15℃，20001ux，12h明期／12h
暗期とした．約一ヶ月後に寒天平板上に出現
した藻類のコロニーを実体顕微鏡下でピック
アップして，BBM寒天斜面培地に移植し増殖
させた．培養条件は上記と同様にした．藻体
の無菌化はスプレー法によった．分類学的検
討は，光学顕微鏡下で形態，生活史等を観察
して行った．
［結果と考察］　4サンプルから分離された
藻類は，緑藻類のPα伽ε〃OCOCC〃5涌〃〆〃動
8rααεαCOCC〃5〃2∫〃0ち　α’α〃秒40〃20ηαy　sp
α∫oアε〃αsp．，1＞ebo〃xjα8・ξ8・α〃’εα，1）εs〃20cocc〃s
¢〃40’励jc〃7η，8’∫C乃OCOCC〃S励〃〃τ〃5，＆bαC∫〃のτ∫S，
＆履アαb∫仇合ε〃40SC〃∫zomeア∫s　m〃COSα等で
あった．もっとも高頻度で出現した藻類は，
＆旋〃ococc俗のグループであった．とっつき
岬のサンプルは，モレーン地帯から採取され
たもので，他の3地点に比較して植生が貧弱
であったが，土壌藻類は豊富に分離された．
この結果は，土壌藻類が裸地における
Pioneer　plantとして重要な役割を果たして
いることを示唆している．
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P62昭和基地周辺の土壌藻類　　Soil　algae　from　Syowa　Station　area
大谷修司（島根大・教育），中野武登（広島大・理）
　S．　Ohtani（Shimane　Univ．，　Fac．　Educ．）　and
　T・　Nakano　（Hiroshima　Univ．，　Fac．　Sci，）
　Species　co爪posit｛on　of　soil　algae　were　studied　based　on　seven　samples
collected　fr・m　different　type・f　habitats　ar・und　Sy・wa　Station　area　by
JARE33・　　Follo～ピing　genera　were　found　from　collected　samples　using　BBト1
culture　medium：　Chlorophyceae；　⊆1L⊥一，　ト1acrochloris，　Koliella，
’Stichococcus，　1｝・　Xanthophyceae；　旦」一，　Heterothrix，　Tribo一
旦皇匝旦，　Heterococcus；　Baci｜｜arioPhyceae：　Navicula．　Cyanophyceae；　Nostoc，
Pho酬dωm，　L皿辿・Prasiola』was　fθund　near｝avat。ry　of　Syova
Station・　Species　number　of　the　sa煩ple　collected　at　5　m　fro煩　the　lavatory
was　highest　among　seven　collected　samples．
［はじめにコ
　昭和基地周辺の土壌藻類フロラに関し
てはAkiyama（1967）、秋山（1968）などの
研究があり緑藻類16種、藍藻類9種、珪藻
類3種、黄緑藻類4種の総計28属32種類が
報告されている。その後は主に生態学的
な研究を通して昭和基地周辺の土壌藻類
の研究が行われてきた。今回はJARE33に
より環境モニタリングの一環として採集
された表層土壌を培養し土壌藻類の分類
学的検討を行ったのでその結果を報告す
る。昭和基地居住棟周辺、みどり池周辺、
オングルカルベン島ペンギンルッカリー
の3地点で種類組成の比較を行ったので
その結果についてもあわせて報告する。
［材料および方法］
　JARE33により1992年12月～1993年1月に
採集された表層土壌7試料を用いて培養
を行い種類の同定を行った。採集場所お
よび試料数は、昭和基地居住棟周辺4、
オングル島内の基地から離れたみどり池
2一オングルカルベン島ベンギンルッカ
リー周辺1である。冷凍して日本に持ち
帰られた試料を解凍後、一部を寒天BB
M培地及び液体BBM培地で15℃、2500
1ux、12時間：12時間明暗周期の条件で静
置培養を行った。
［結果および考察］
　昭和基地居住棟の便所近くより採集さ
れた3試料からは緑藻類のq山一
1匹，　Hacrochloris，　Koliella，　Sticho．
coccus，　Prasiola，黄緑藻類のHe七eroth・
L込，一，Tribonema，　Hete－
rococcus、珪藻類の｝、藍藻類の
Phormidiumが出現した。最も便所に近い
試料からは富栄養な環境を好むナンキョ
クカワノリPraslo｝a二が肉眼的なコ
ロニーを作っており、人為的な影響が最
も強く出ている。便所から5m離れた地
点の試料からは14種類と7試料の中で
最も多くの種類が出現している。これら
の種類は世界に広く分布しているため人
間によって持ち込まれたものかどうかは
不明である。昭和基地から離れたみどり
池周囲からは黄緑藻類の一，
Heterothrix，藍藻類のNostoc，　Phomi・
虹迎，幽，珪藻類のNaviculaが出現
している。ベンギンルッカリーからやや
離れた地点で採取された土壌からは緑藻
類のS七ichococcus，黄緑藻類の⊇
辿，藍藻類のPhormidiumが出現してい
る。
　ナンキョクカワノリはペンギンルッカ
リーなど富栄養な地点に出現する種類と
して知られているが、その他の種類に関
しては土壌の栄養塩濃度との関連が明ら
かにされておらず藻類の種類から土壌の
栄養環境を推測することは困難である。
今後の課題として人為の影響を監視する
にあたって、土壌藻類のフロラとあわせ
て栄養塩の測定を行う必要がある。
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　　南極産Duna1呈ellaは炭素源をどの　　ように利用してグリセロールを作るか
How　to　91ycerol　is　synthesized　with　carbon　source　in　Antarctic　〃〃〃∂ノ∫εノノ∂
綿貫知彦（神奈川県衛生研究所）・松下和弘・仁科正実・堀栄太郎（埼玉医科大学）・角
屋和水（日本電子データム）・加藤賢三（国立予防衛生研究所）
Tomohiko　Watanuki（Kanagawa　Prefectural　Public　Health）・Kazuhiro　）｛atsushita・
Hasa皿i　Nishina・Eitaro　Hori（Saitama　Hedical　Schoo1）・Kazumi　Hata　Sumiya（JEOL
DATUH　LTD．）　and　Kenzo　Kato（The　National　Institute　of　Health）
　　The　halotolerant　〃〃〃∂ノノθノノ∂　is　known　to　be　to　adjus七　its　internal　concentra－
tion　of　glycerol　to　accomodate　large　osmotic　stress．　Glycerol　is　reported　to　be
synthesized　from　inter田ediates　of　Photosynthetic　pathway　via　the　glycerol　cycle，
via　starch　degradation，or　both．　The　purpose　of　this　study　is　to　know　how　glyce－
rol　is　synthesized　with　carbon　sources　i、n　Antarctic　〃〃刀∂∫∫■ノノ∂　sp．．　The　eultures
of　〃”〃∂ノノθノノ∂　sp，　grown　in　logarith皿ic　phase，were　coved　with　dark　cloth　for　24
hours　and　then　were　fed　13C－enriched　sodium　bicarbonate（50mM）　with　light　illumi－
nation　for　additiona1　10　min．．　13C－signal　from　glycerol　was　demonstrated　first
at　CH3　moiety　and　then　at　CH　moity　by　at　血eans　of　13C－NHR．　The　Process　of　13C－
incorporation　into　91ycerol　was　completed　in　8　hours．
　　The　foregoing　results　disclosed　clearly　biosynthesis　in　Antarctic　〃〃〃∂ノ∫eノノ∂
sp．．　It　also　provide　a　si皿Ple　ユ3C　enrichment　system　of　glycerol　with　13C－sodium
bicarbonate，and　the　resultan七　ユ3C　enriched皿e七abolites　may　be　useful　biochemical
analyses．
1．はじめに
　単細胞藻類〃〃〃∂力θノ∫∂の主要な代謝産物はグリセロールである。また〃〃〃∂力θ〃∂はグリ
セロールの合成・分解のユニークなメカニズムを持っことも良く知られている。さらに浸
透圧、遮光および低温ストレスに暴露されるとグリセロール量を増減させて、これらスト
レスに応答していることを、すでに報告した。
　これらストレス応答の様子はユH－NMRでリアルタイムに、しかも細胞を生かしたままの状
態で測定出来ることも示した。ここでは南極産〃〃〃∂力θ〃∂がどのように炭素源を利用して
グリセロールを合成するかを知るために13C－Bicarbonateを用いてグリセロールがどのよう
にユ3Cラベルされるか剛Rで測定した結果にっいて報告する。
2．実験方法
　Johnson　et　a1．（1968）の合成培地を用いてpH8．0，80001ux．，連続照射、培養温度20Cで
ミリポアフィルターで除菌通風で培養した。対数増殖期で培地に13C－Bicarbonateを添加し
グリセロールのラベル化される過程を経時的にBC一剛Rで測定した。
3．結果とまとめ
　1．対数増殖期の細胞を24時間遮光した後に培地中に50mMの13C－Bicarbonate添加し光照
射することにより最も良くラベルされることがわかった。
　2．光照射直後からグリセロールの13Cラベルが始まり、約8時間でラベル化がほぼ終了す
ることがわかた。
　3．グリセロールの13CラベルはまずCH2に、次にCHに入っていくことがわかった。次に本
研究ではグリセロールの生合成過程の一部を明かにすることが出来た。このことは代謝生
理学的に興味深い。さらに、このように容易に13Cラベルされたグリセロールを用いて各種
の生化学的実験が可能となろう。
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P64 Tierra　del　Fuegoで得たケイ藻
Diato田s　from　Tierra　del　Fuego
福島博（藻類研）・小林艶子（湘南短大）・吉武佐紀子（湘南短大）・藤田晴江
H．㎜SHI刷晦c．1戚．），T．　KO－BぴHI（品o脚J皿ior　Co11鵠e），　S．Y㎝IT巡i
（Shonan　Junior　College），　H．　FUJITA
　Att㏄hed　diat㎝s　growi㎎on　the　stone　surface　were　co11㏄ted　fr㎝the　small
stream　at　Lapataia　National　Park　in　latitude　about　55　degrees　sou七h　in　Tierra
del　Fuego，　and　44　taxa　were　found．　Of　these　44　taxa，　the　species　which　are　often
fomd　in垣gh　mmt垣noUs　regions　and　nothem　area　as　Ad㎜t力es　sac㏄1a，⊆⌒
一，Emotia　nuscicola　var．　tridentula　and　Pimularia　obsu㏄1a，　and　in
cold　water　as　Ceratoneis　arcus　and⊆・　arcus　var・　←were　included，　however，
most　sPecies　are　considered　to　be　a　cosmopolitan．
The　remar㎞ble　species　in　our　samples　is　｝…㎜工旦工工血dh聡recorded
as　a　new　sp㏄ies　by　La㎎e－Be【talot　and　Reichardt，1991　in　the　sa匝ples　fr㎝
Kerguelen　（1atitude　about　50　degrees　south）　in　s血b～antarctic　region．
No　reports　have　been　recorded　as　to　this　taxon．　The　endemic　species　in　the
Antarctic　were　hardly　observed　in　our　samples．
1993年12月31日Tiem　del　FuegoのLapataia国立公園のノ1、流水底の石に付着していた
藻類を検鏡して44t㎜のケイ藻を見出した。その大部分は世界広汎種であるが
Achnanthes　saccula，⊆≡｝§竺幽，　Eunotia　m】scicola　v．　tridentulaや
Pinnularia　obsuculaのように高山性、北方性とされている種やCeratoneis　ar㏄s，
⊆．旦．var．《§のように冷水性とされている種がある。今回の見出した種の中で注
目すべきものは』趣亘である。この種は亜南極のKerguelenの試料でLa㎎e－
BertalotとReid田rdtが1991年新種として発表した種で、その後報告がない。その外南極
特産種は今回の試料中見出せなかった。
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P65富士山頂の蘇苔類着生珪藻
Oi・t・・s　epipM・・…ss　c…unities　at　the　su・・it・f　Ht．　F、」i
松坂智之（江津市立青山中），大谷修司（島根大・教育）
　T・　特atsusaka　（真oya情a　junior　high　school）　and
　S・　Oh七ani　（Shimane　Univ◆，　Fac．　of　Education．）
　Diat…epiphyti…　t｝・e・・ss　c…u・川es・e・e　s七、di，d　based。，　eleven
s綱1es　c・11ected　f・・頂the　s・mmit。f　Ht．　M（・1七．3776・）．　Eight七a、a
’（P…ales：7・Cent・ales：1）・f　di・t・・s・e・e・ec・9・i2ed　th・・、gh　th，　p，ese，七
studき・　　へll　species　occurred　in　the　鵬osses　　collected　from　the　northeast
sl・pe・Pi・nula・ia　b・realls　c・m臨・nly・ccurred　in　the　sa耐es．　Ce日nu。－
b・・s・f・the・spe・ies・e・e　scarce．　N・di・t・ms・e，e　f。、，d　i，　the，。sses
collec七ed　from　the　sou七hwest　slope．
［はじめに］
　富士山頂（標高3776めは強風、低温、
長期の積雪などにさらされる日本で最も
環境の厳しい地域の一つである。富士山
頂では蘇苔類や地衣類が優占し、Naka－
tsubo　and　Ohtani（1991）（こよって蘇苔類
に藍藻類、緑藻類、珪藻類が着生し、藍
藻類が優占するなどの南極との類似点が
　　　　　　　　　　ぼ指摘されている。珪藻類に関しては、彼
らによってPimularia　boreallSおよび
Hant2schia〔の2種が報告され
ている。1994年8月に富士山頂剣が
峰において採集した試料に基づき研究し
た結果、前記2種類に加えて新たに6種
類の出現が認められた。ここでは珪藻類
の種類組成及び採集地点間で出現傾向を
比較した結果を報告する。
［材料および方法］
　1994年8月6日、富士山頂剣が峰
南東斜面において6標本、北東斜面にお
いて5標本の計11の蘇苔類標本を無菌
的に採集した。冷蔵して持ち帰り冷凍保
存した試料を解凍後、生のまま検鏡し葉
緑体の有無などを調べた。その後、過マ
ンガン酸カリウムおよび塩酸で処理し、
ブリューラックスで封入後、光学顕微鏡
で観察し種類の同定を行った。
［結果および考察］
　北東斜面崖の蘇苔類からは珪藻類8種
類が出現したが、南東斜面の蔚苔類から
は全く珪藻類は出現しなかった。藍藻類
や緑藻類についても同様な結果が得られ
ており、北東斜面では出現種、細胞数と
もに多いが、南西斜面は著しくその細胞
数は減少している。南西斜面は長期間太
陽の日射にさらされるため乾燥しやすい
環境にあり、藤苔類着生藻類の種類数、
細胞数が著しく少ないひとつの原因と考
えられる。出現した種類は中心目珪藻類
のOrthoseira　roeseana，羽状珪藻類の
Pinnularia　borealis，　Hantzschia　am一
P上LLΩ坐，　Eunotia　且1工，　Navicula
cf　contenta，　Caloneis　clevel，典
⊥⊥皇sp．　NaviCula　Sp．であった。このう
ちPinnularia　borealisは比較的多く出現
したが、その他の種類の細胞数は少ない。
8種類の内、Pinnularia　borealisは明瞭
な葉緑体があり、そこで繁殖しているこ
とが判明したが、その他の種類は出現細
胞数が少ないこともあり、葉緑体をもっ
た細胞は確認することができなかった。
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P66 南極産緑藻クロレラの温度特性と脂質組成（続報）
Temperature　characteristics　of　the　Antarctic　green　alga　Chlorella　and　the　lipid
　　　　　　　　　　　　　　composition
　長島秀行（東京理科大）、喜島進（東京理科大）、大谷修司（島根大）、
　　　　　　松本源喜（大妻女子大）、百瀬春生（東京理科大）
Hideyuki　Nagashima　（Science　Univ．Tokyo），　S．　Kiji鵬a　（Science　Univ．Tokyo），
S．　Ohtani　（Shimane　Univ．），　G．　1．　Matsumoto　（Otsuma　Women’s　Univ．）　and
　　　　　　　　　H．　Momose　（Science　Univ．　Tokyo｝
George　Island，
temperature　of　about　20℃，　which　is　similar　to　another　Antarctic　alga，　⊆．　｝
SO－26．　　On　the　other　hand，　a　mesophilic　alga，　q．　vul　aris　C－135　can　grow　between
5－35℃，and　a　mesophilic　alga，　C．　sorokiniana　C－133　can　grow　between　10－40℃．
The　strain　KG－5　can　photosynthesize　between　O　－　37・5℃　with　an　optimum　temperature
of　apProximately　250C．　　These　are　sligh七1y　higher　ranges　than　those　of　s七rain　SO－
26．　　On　the　other　hand，　a　mesophilic　alga，　⊆．　』旦　C－135　can　photosynthesize
between　O　－　42．50C，　with　an　optimum　temperature　of　250C，　and　a　mesophilic　alga，　⊆三．
sorokiniana　C－133　can　photosynthesize　between　5　－　45°C，　with　an　optimum　tempera－
ture　of　35《℃．　　These　results　indica七e　that　an　Antarctic　alga，　C．　vul　aris　KG－5　is
slightly　psychrophilic，　compared　with　mesophilic　algae．
The　unicellular　green　alga，　Chlorella　vul　aris　KG－5，　was　isolated　from　King
　　　 Ant rctica．　　The　strain　can　grow　between　5　－　30°C　with　an　optimum
　われわれは、これまで、南極の陸上と
いう厳しい環境でどのように微細藻類が
生育しているかを明らかにする目的で、
南極の昭和基地やドライバレーの湖沼周
辺から分離した微細藻類、特に単細胞緑
藻クロレラの光合成活性や生育と温度の
関係について調べてきた。それによると、
昭和基地周辺のコケ群落上より分離した
クロレラChlorella　vul　aris　SO－26株の
生育温度、光合成活性の温度範囲のいず
れにおいても温帯産の⊆．｝C－
135株，⊆．sorokiniana　C－133株に比べて、
より低温側にあった。
　そこで今回は、南極半島先端付近のキ
ングジョージ島より分離したクロレラ⊆、
…KG－5株を中心にその温度特性
を調べた。藻類株は通常、20℃、約900
Luxの植物育成用蛍光灯照射下、スターラ
ーで撹拝しながら培養した。生育の測定
は照度約4，000Lux、各温度で約10日間の
振とう培養を行い、その間の細胞数の増
加量で求めた。その結果、KG－5株は約
5℃～30℃の範囲で生育し、最適温度は約
20℃で、SO－26株とほぼ同様であった。温
帯産のC－135株は5℃～35℃、C－133株は
10℃～40℃の範囲で生育するので、KG－5
株の生育温度は、SO－26株と同様に、温帯
産の株よりも全体として低温側にシフト
しているといえる。
　光合成活性は酸素電極を用い、藻体混
液2m1に10、000Luxの光を照射し、生ずる
酸素量より求めた。その結果、KG－5株は
0～37．5℃で光合成活性があり、約25℃が
最適であり、SO－26株に比ぺて、特に最適
温度において約5℃高温側であった。温帯
産のC－135株は0℃～42．5℃、C－133株は
5℃～45℃で光合成活性があり、それぞれ
25℃、35℃が最適であるので、KG－5株は
光合成活性においては温帯産の株よりも
低温側にあるが、南極産SO－26株よりもや
や高温側にあるといえる。
　培養温度を20℃から10℃に変えると、
生育温度や光合成活性、脂肪酸組成に影
響を与える。SO－26株、　C－133株の光合成
活性の最適温度はそれぞれ約5℃、約2℃
低温側に移動し、不飽和脂肪酸の比率は
10．3％、3．8％増加した。これらの結果は
クロレラが外界の温度変化に対して、な
んらかの機構で順化させていることを示
している。
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P67 南極産力エトフォラ目数種の分類学的研究
Taxonomical　Studies　on　some　Species　of　Chaetophorales　in　Antarctica
飯田高明（広島大・理）・中野武登（広島大・理）・大谷修司（島根大・教育）
　　　　　　　　　　　　出口博則（広島大・理）
T．lhda（Hiroshima　Univ．　Fac．　Sci．），　T．　Nakano（Hiroshima　Univ．　Fac．　Scり，　S．　Ohtani
　（Shimane　Univ．　Fac．　Education）and　H．　Deguchi（Hiroshima　Univ．　Fac．　Sci．）
　　Five　strains　of　Chaetophorales　were　collected　from　Antarctica，　and　studied　taxonomi－
cally．　They　were　identified　as　P’eμrasfπノm　oboMaf〃m，　Pseμdoscわ1zαηenls　fημcosa、
Desmococcμs　w∫ga万s，　Pκ）fodeηηa　sa厄ηo’dea，　and　D〃a力〃汕m　sp．　P，eμ庖sfπJm　obo∨a－
fμm，Desmococωs　vμ／gaガs，　and　Profode〃ηa　sa厄ηo∫dea　were　newly　found　h　Antarctica．
These　five　strains　grew　only　under　culture　conditions　of　10　and　15°C．　They　showed
various　life　cycles　and　morphologies　under　culture　condition　of　10and　15°C．
〔はじめに〕　カエトフォラ目は，糸状体が
分枝する緑藻類の一分類群である．南極地域
に産する力エトフォラ目の分類学的検討はほ
とんど行われていない．本研究では南極地域
から採集された本目に属する藻類を培養し，
生活史に着目して分類学的検討を行った．
〔材料と方法〕　共同研究者，大谷は1988年
から1991年にかけて南極のパッダ島，ラング
ホブデ，キングジョージ島から本目に属する
藻類5株を採集した．これらの藻株を2000
1ux，12時間明期／12時間暗期の培養条件下
で，BBM培地を用いて培養した．温度条件は
10℃，15℃，20℃の3段階を設定した．培養
藻株について，藻体の形態および生活史を光
学顕微鏡下で観察し，種の同定を行った．ま
た，温度条件と藻株の形態および生活史との
関係についても検討した．
〔結果と考察〕　5つの藻株について種を同
定した結果，Fηeuras伽1ηobovafμ∫η（パッダ
島），Pseμdoscわセ01ηeηs　mμcosa（ラングボブ
デ），Desmococcμs　vμ’gaがS，　Pπ）fodぼma
saπ加o’dea　D〃ab〃〃μm　sp．（キングジョージ
島）が確認された．なお，P／eμras加m　o加一
va加m，　DeSmOCOCCuS　vU∫ga1∫S，　PmfOdeτma
sa厄ηoldeaの3種は南極新産種であった．
　Dl’ab∫Wmはこれまで4種が報告されてい
るが，これらは培養の定常期になると亜球形
の細胞からなる細胞塊を形成する．しかし，
今回得られたD〃ab而um　sp．はこの細胞塊
を形成せず，糸状体のままであった．さらに，
本藻株は他の4種に比べ長く伸長する直立糸
を多数形成する．これらの結果から，本藻株
はD〃ab∫伽mの新種であると考えられる．
　上記の5株は10℃，15℃の温度条件下では
生育可能であったが，20℃ではすべてが枯死
した．これら5株は南極のような寒冷地域に
適応した結果，このような生理的特性を有す
るに至ったと考えられる．また，各藻株の形
態または生活史が10℃と15℃の2つの温度条
件下で変化することが明らかになった．この
結果から，これらの藻株では形態や生活史が
外気温等の温度条件の影響を受けることが示
唆された，
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P68 南極産地衣類数種のphotob　i　ont
Photobionts　isolated　from　somc　Antarctic　lichens
青木美恵（広島大・理），中野武登（広島大・理），神田啓史（極地研），出ロ博則
（広島大・理）
M．AOKI（Hirosh㎞a　Univ．　Fac．　Sci．），　T．　NAKANO（Hiroshima　Univ．　Fac．　Sci．），　H．　KANDA（MPR）
and　H．　DEGUCHI（Hiroshima　Univ．　Fac．　Sci．）
Photobionts　were　isolated　from　some　Antarctic　lichens　and　studied
taxonomically．　Their　photobionts　were　identified　as　7｝θ力oακ∫∂　sp．　AIl　of　them
may　be　same　species．　They　grew　under　15℃but　not　under　20℃．
［はじめに］南極のような厳しい環境下に生
育している地衣類は、特有なphotobiontを持
つ可能性がある。しかし、現在までに南極産
地衣類におけるphotobiontについての報告は
なされていない。そこで、本研究では、南極
産地衣類数種からphotobiontを分離・培養し、
分類学的検討を行った。
［材料］今回photobiontを分離した地衣類は、
国立極地研究所で冷凍保存されている以下の
標本を用いた。
／41εαorjαsp．（FOO660－008，　FOll90－Ol9，　FO　1191－
019，FOO657－008）
／4」θc’orjα〃2」〃μ3cμZα　（F2742）
し㌦bj1ごcαγ」α4εcμぷ5α’α　（F2742，　F2743）
L仕ηeα卯力αceZα’α　（F2744）
［方法］photobiontの分離は、　Nakano（1988）
の方法に従って行った。また、分離された
photobiontの培養は、　BBM寒天平板および斜面
培地上で行い、培地条件は、温度15℃、照度
8001ux、12時間明期、12時間暗期サイクルと
した。また、温度20℃、照度20001uxぐ」2時間
明期、12時間暗期サイクルの条件下でも培養
を行った。
［結果］地衣体からphotobiontを分離して、
温度15℃、照度8001uxの条件下で培養を開始
した後、約2か月で緑色のコロニーが寒天平
板上に観察された。これらのコロニーをBBM寒
天斜面培地上で培養し、約2週間後に、光学
顕微鏡下で観察した。その結果、分離された
地衣類全てのphotobiontは、緑藻類の
ルθboぱごαsp．であった。これらの丑εわα磁αの
形態を比較した結果、これらは全て同一種で
あると同定された。また、これらの藻株を温
度20℃、照度20001uxの条件下で培養した結果、
全て枯死した。
［考察］今回の研究の結果から、南極という
ハードな環境条件下においては、地衣体内に
共生するphotobiontの種は限定されている可
能性が示された。Schofield＆
Ahmadjian（1972），　Ocampo－Friedmann　et
al．（1988）は、南極産地衣類のphotobiontの培
養における最適温度は15℃であることを報告
している。更に、本研究により分離された
丑θbo既」αsp．が温度20℃で生育できなかったこ
とを考え合むせると、南極産地衣類の
photobiontは、生育環境の一つである温度の
影響を強く受けていることが示唆される。
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P69 雪鳥沢における地衣類群落
Uchen　communities　in　Yukidori　Valley，　Langhovde
井上正鉄（秋田大学）
Masakane　INOUE（Akita　Univ）
　Lichens　in　the　Syowa　Station　region　are　affected　their　habitats
mainly　by　the　katabatic　wind　and　by　the　cyclonic　wind（INouE　1989，
1991）．Yukidori　Valley　is　located　on　the　site　where　the　influence　of
katabatic　wind　is　superior　Typical　communities　found　in　other　areas
abutting　almost　tota‖y　on　the　ice　cap　are　well　developed　in　the　valley
Phytosociobgical　data　concerning　lichen　communities　were　taken
based　on　BRAUN－BLANQ　UET（1964）at　246　quadrats（about　20　x　20
cm）in　the　valley　The　species　composition　and　the　distribution　of
the　lichen　communities　are　influenced　not　only　by　the　organic
nutrients　supplied　from　the　excrement　of　sea　birds　but　also　by　the
water－supply，　the　prosperity　and　decay　of　snow　drifts，　and　by　the
stability　of　habitats．
　昭和基地周辺域の露岩に発達する地衣
類はカタバ風の影響を強く受ける場所と
サイクロンの影響を強く受ける場所では
種類相・生育状態が著しく異なる（INOUE
lg89，1991）。雪鳥沢は前者に位置し、同
周辺域の大陸露岩にみられる典型的な地
衣類群落が良好に発達している。
　演者はこの沢においてBRAUN－
BLANQUET（1964）の方法による植生調査を
行い246方形区（約20x20　cm）の資
料を得た。
　雪鳥沢には文字通りユキドリが数ケ所
で大規模に集団営巣しており、それらの
周囲にXanthoria　elegans等からなる、いわ
ゆる「好鳥糞性地衣群落（中西1982）」
が顕著に発達しているために、これに目
を奪われて栄養分との関連で地衣類群落
を考察されるきらいがあるが、むしろ水
分供給・雪ドリフトの消長・立地の安定
度等が地衣類の生育に影響を及ぼしてい
るものと考えられる。すなわち沢上流の、
夏季に水に浸る立地にRhizocarpon
flavum・Buellia　subfrigida群落、小ピーク
や沢斜面の母岩・大岩石上等、流水と隔
たった立地にUsnea　sphacelataを主とする
群落が、またUmbilicaria　decussataの群落
は冬季も露出して母岩壁等上に発達し、
逆にPseudephebeやCandelariella等からな
る群落は雪ドリフトが遅くまで残る立地
の砂礫上に主として見られる。そしてお
なじ沢斜面でもLecidella　siplei，　Lecidea
andersoniiの群落は立地の安定しない砂礫
上に見られる。
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P70
TH｝ヨ　｝｛UHAN　工i4PACT　ON　T已RREST工AL　ECOSYSTE：4S　IN　WEST　ANTARCTICA
f・laria　OLECH
Insti七ute　of　Botany，　Jagiellonian　Universiヒy，
Lubicz　45，　う1－512　Krak6vv，　POしA：↓D
An七arctica　is　regarded　as　七he　region　in　which　the　ecosysterns
are　hardly　changed．　Therefore　the　Antarctic　research　can
serve　as　the　reference　point　to　study　the　global　changes　of
the　earth　natural　environment．　On　the　other　hand，　the　expan－
ding　hurnan　activity　has　ever　growin弓　influence　on　the　Antar－
ctic　ecosystems．　This　influence　is　especially　well　seen　in
the　disturbances　of　natural　plan七　vegeta七ion，　particularly
in　its　floristic　aspect　（synanthropizaヒion）．　Huinan　impact
on　plants　takes　place　in　two　paralell　processes：　a）　some　spe－
cies　（plantae　hemerophobae）　are　decreasing　their　distribu七ion
range，　because　of　direc七　destruction　of　plant3　0r　devas七ation
of　七heir　habi七ats　b）　while　the　other　species，　thanks　七〇　七he
presence　hurnan　activity　extend　their　area　li［nit　（plan七ae
hemerophilae）．　The　lat七er　process　is　the　consequenOe　of　intro
duc七ion　of　anthropogenic　plant　sPecies　（an七roPoPhyts）　o「
crea七ing　man－made　habi七ats　suitable　for　the　native　species
coloniza七ion，　（apophyts）．　工ntroduc七ion　of　the　anthropogenic
biogens　to　the　Antarctic　terres七rial　ecosystem　as　well　as
the　local　chemical　pollution　are　also　changing七he　natural
ecological　conditions．　This　con七ribution　presents　the　exam－
ples　of　synan七hropization　of　plan七　vege七ation　in　the　South
Shetlands　（West　Antarctica）．
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スピッツベルゲン島における氷河末端域の　　　　　　　　　　　　　　モレーン植生
Vegetation　on　the　moraine　of　the　glacierforeland　ln　Spitsbergen　Island
神田啓史（極地研）　　　　　　　　　　　　木部
H．Kanda（NIPR）／Y．
　Lab．）／T．Kibe　　Minami（Grad．
・ 南　佳典（平岡環境研）一岡日　（総研大）
　　　　（Hiraoka　Environ．Sci．　Univ．Advanced　Studies）
　Vegetation　at　the　glacier　foreland　was　phytosociologically　investigated　in　East
Bregger　Glacier　near　Ny－Alesund，　Spitsbergen　Island．　　There　occurred　■oss　vegetation
first　on　bare　soil　at　the　distance　of　ca．　50　皿　away　fro鶴　the　頂argin　of　the　glacier．
The　vegetation　is　co箇posed　of　three　箇osses　（musci）　of　Bryu団．　sp．，　Pottia　hei田ii　and
Funaria　arctica．　　Subsequently　旬osses　such　as　Ceratodon　pur　ureus，　Leptobryu凪　pyri－
for頂e　and　Des■atodon　sp．　apPeared　at　the　distance　of　150－200　頂　away　fro■　the　団argin．
　These　■osses　are　considered　to　be　pioneer　plants　at　the　glacier　foreland．　　While
vascular　plants　such　as　Poa　alpina，　Saxifraga　oPPositifolia，　Draba　sp．，　Cerastiu箇
arcticu団，　Descha姐psia　alpina　occurred　at　the　distance　of　100－150　皿　away　from　the
margin．　　Liverworts　（hepaticae）　apPeared　early　than　lichens．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はじめに
　環境の変化による氷河の後退は北極において著しい。北極の高緯度地域に位置するスバールバ
ル諸島スピッツベルゲン島（北緯79°）の氷河末端域のモレーン帯において、どのような植物
がどのように分布しているか、そしてそれらはどのように変化しうるかを研究するために、種子
植物、蘇類、苔類、地衣類のそれぞれの分類群の分布パターンを調査したので報告する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究方法
1）東ブレッカー氷河末端域の植生パターンとその変化を監視するために、氷河前面のモレーン‘こ
　2本（全長約900メートの、左のラテラルモレーンに一本のライントランセクトを設けて植生
　の分布状況を調査した。
2）氷河を取りまく地形の構造、生い立ちにっいて調査し、氷河周辺地形と植生の関係、及び地形
　と植生の変化を監視するために、調査サイト（外形10x10メー袖の申に50x50センチメートル
　の方形区）を設けた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査結果
　氷河域の植生パターンの変化は今後、長期的な監視によって解析されていくが、本年度の調査
によって植物の分布パターンの概要が明らかになった。植生は氷河末端から約50メー袖ほど離れた
モレーン上に初めて現れ、まずBryu皿sp．，　F皿aria　arctica，　Pottia　heimiiの3種が出現し、
これらはパイオニア植物として考えられる。さらに150－250メートルほど離れると、Ceratodon
purpureus，　Leptobryu姐pyrifome，　Desmatodon　sp．が出現する。　これらに対して種子植物は
100メートル過ぎるとPoa　alpinaが、続いて150メーMまどから一が出現し、
Draba　sp．．　Cerastium　arcticu箇，　Deschampsia　alpinaが出現してくる。苔類が比較的早く出現
し、地衣類の出現はむしろ遅く、種数も限られたのは興味がある。
　さらに、左右のラテラルモレーンの調査では、400メートルまで植生は全く出現せず、それより離
れるとほとんどの植生がほぼ同時に現れることが解った。モレーンの形成過程と植生の分布が強
く関係していることが伺われる。他方、ライントランセクトの線上には乗っていなかったが、氷
河末端からわずか‘こ150メートルあたりに3x5メートルほどの密集したコケ群落のパッチが見いだされた。
周囲に2～3ヶ所がより小規模で見いだされた。ほとんど堕sp．で構成され、一部Pottia
hei■ii，　Ceratodon　ur　ureus，　Le　tobryu爾pyriforne，　Des■atodon　sp．で構成され、特に種組
成が変わっているのではなかった。土壌の堆積状況、水系など周囲の環境について調査したが、
モレーン帯の植生を解析する上で重要な意味を持っものであろうと考えられる。
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北方林および亜高山帯針葉樹林における蘇類層の分解速度の推定
1…stimation　of　the　decomposition　rates　of　moss　layers　in　boreal　and　subalpine　forests
中坪孝之，内田雅己，堀越孝雄，中根周歩（広島大・総合科学）
T．　NAKATSUBO，　M．　UCHIDA，　T．　HORIKOSHI　and　K．　NAKANE　（Hiroshima　Univ．）
　In　order　to　estimate　the　effects　of　climatic　changes　on　the　decomposition　processes
in　boreal　forests，　decomposition　rates　of　moss　layers　were　examined　in　several　forests
under　different　climatic　conditions．　　The　samples　were　collected　from　two　boreal　forests
in　Canada　and　four　subalpine　coniferous　forests　in　Japan．　　Decomposition　rates　were　ca1－
culated　from　the　amount　of　litter　and　annual　produc七ion　of　the　moss．　　The　relation　be－
tween　the　decomposition　rate　and　temperature　condition　was　not　necessarily　clear．　　De－
spite　of　lower　annual　mean　air　temperature　in　the　Canadian　forests，　decomposition　ra七es
in　the　Canadian　forest　were　similar　to　those　in　the　Japanese　subalpine　forests．　　Inten－
sive　growth　of　filamen七〇us　fungi　was　observed　in　the　dead　portion　of　the　moss　layer　in
the　Canadian　forests，　but　it　was　relatively　rare　in　七he　Japanese　forests．　　It　is　sug－
gested　that　biological　factors　such　as　microbial　biomass　may　also　be　important　in　deter－
mining　the　decomposition　rate　in　these　forests．
［はじめに］　近年、北方林が地球的規模の炭素循環に重要な役割を果たしていることが指摘され
ている。北方林では、分解が遅いため土壌中に大量の有機炭素が存在している。地球的規模の気候
変化は、これらの炭素の動態に大きく影響すると予想されるが、実証的なデータはきわめて少ない。
　長期的気候変動が分解過程にどのように影響するかを知る上で、気候条件の異なる地域間で分解
過程を比較することは有効である。イワダレゴケHlocomium－（Hedw．）B．S．G．は、北方林
を中心として広い分布域をもち、林床植生として量的にも重要な位置を占めている。本種は規則的
な成長様式をもつため、成長解析によって一次生産量や過去の成長過程を容易に推定できる。本研
究では、カナダ北方林と日本の亜高山帯針葉樹林について、本種の生産量とリター現存量から理論
的に分解速度を推定し、標高や地域間での分解速度の違いを検討した。
［調査地と方法］　カナダの調査地は、サスカチュワン州のCandle　Lake（105’30’W，53’50’E）付
近の二つのクロトウヒ（』mariana）林内に設定した。日本の調査地は、富士山の北西面の亜高
山帯針葉樹林の標高1700m、1800m、2200m、2400mの4地点に設定した。
　各調査地点で、コケとその下のL層を含む15cm×15cmのブロックを採取した。各ブロックについ
て、シュートの密度、齢別のシュートの重量、コケに由来するリターの重量を測定した。年間の生
産量はSkre　and　Oeche1（1979）の方法により求め、分解速度は分解速度が一定で、分解とリター供
給が平衡に達していると仮定して、リター蓄積量と生産量から計算により求めた。また、リターバ
ッグ法による分解速度の測定も試みた。
［結果］　富士山の調査地での分解速度は、9～21％と推定された。標高と分解速度との関係は必ず
しも明瞭ではなかったが、2400m地点の分解速度は他の地点より遅かった。カナダの調査地の年平均
気温は、富士山の調査地より低いが、分解速度は平均約17％と比較的高かった。また調査地点間の
差は有意ではなかった。群落面積あたりの生産量は、カナダの調査地の方が2倍以上高かった。
カナダのコケのリターには糸状菌が密に繁茂しているのが肉眼でも観察されたが、富士山では糸状
菌ははるかに少なかった。
［考察］　本研究で用いた方法は、一回のサンプリングで分解速度を知ることができるため、遠隔
地を含む広い地域での比較研究には非常に有効と考えられる。今回得られた結果は、分解速度の差
が気候要因だけではなく生物的な要因によっても左右されている可能性を示している。分解に関与
する微生物のバイオマスやそれらの性質の違いについての検討が必要と考えられる。
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P73 富士山高山帯におけるハイスナゴケの光合成と光合成産物
Photos距thesis　and　products　in　Rhacom　i　trium　cane∈℃ens　var．　er　i　co　i　des　on　a　lpene　zone　of　Mt．　Fuji
坂井奈緒子（静岡大），増沢武弘（静岡大），中坪孝之（広島大），神田啓史（極地研）
N．SAKA　I（Sh　i　zuka　Un　i　v．），T．MASUZAWA（Sh　i　zuoka　Un　i　v．），T．NAKATSUBO（Hiroshima　Univ．）and　H、KAM）A（NIPR）
　On　the　tilnberline　of　Mt．　Fuji，　mosses　are　popular　as　well　as　peremial　plants．　One　species　of　the
mosses，　Rhacom　i　tr　i　um　canescens　var．　er　i　co　i　des　can　be　d　i　v　i　ded　i　nto　two　Port　i　ons，　the　upPer（green　part
）and　the　lower（brown　part）．Tho㎎h　the　peremial　plant　have　storage　tissues，　it’s　not　clear　how　the
brown　part　plays　a　role．　To　clarify　the　role　of　the　brown　part，　the　relat　i　onsh　i　p　between
phot（灼mthesis　and　carbohydrate　and　lipid　contents　was　invest　igated．
　τhere　is　no　translocation　from　the　green　part　to　the　brown　part　or　vice　versa．　PhotoSynthet　i　c
products　are　accumu　lated　in　the　green　part．　The　green　part　has　a　fixed　capacity　for　carbohydrates
and　lipids．　I　t　seems　that　excessive　products　depress　photoSynthesis．
［はじめに］　富士山5合目付近（高山帯）で生育する
草本植物は多年生がほとんどである。それらの多年生
植物は茎や根に光合成産物を貯蔵し、厳しい環境下に
生存している。森林限界を形成するカラマツの下では
ハイスナゴケ（Rhaco面itriun　canescens　var．　er　iooid
es）が生育している。蘇類のシモプリゴケ属（㎞it
ri㎝）には形態学上、貯蔵器官にあたるものはない。
ハイスナゴケは植物体の上部が緑色、下部が褐色であ
る。光合成を行うのは緑色部分であるが、褐色部分は
単なる支持体であるのか、光合成産物の貯蔵場所とし
て機能しているのかは明らかになっていない。
光合成によって作られた産物はどこに、どのような形
で貯蔵されるのか、光合成が長期間続くとハイスナゴ
ケはどのような反応をおこすのかについて調べること
で、ハイスナゴケにおけるシンク　ソースの関係を検
討した。
［方法］　富士山高山帯で生育しているハイスナゴケ
を採取し、連続明期（25℃，250μnole　photon）、12時
間明期（25℃，250畑01e　pboton）12時間暗期（20℃）、
連続暗期（2（アC）の3条件で20日間生育させた。連続明
期、12時間明期12時間暗期で生育させた試料は一定期
間毎に光合成速度、呼吸速度、クロロフィル量、成長
量を測淀した。これとは別に3条件のそれぞれの試料
を5日毎に凍結乾燥処理をし、これを全糖，デンプン
、脂質定量のための試料とした。全糖，デンプンはフ
ェノール　硫酸法で、脂質はBligh　Dyer法で定量を
行った。
［結果］　全糖、デンプン、脂質濃度の変化を緑色部
分と褐色部分とで比較すると、褐色部分ではほとんど
変わらなかった。3条件の生育のどれもで緑色部分か
ら褐色部分、あるいは褐色部分から緑色部分への光合
成産物の転流がみられなかったことから、褐色部分は
光合成産物の貯蔵場所としての機能を持たないことが
示された。緑色部分での全糖、脂質濃度は光合成によ
って高くなり、連続暗期の状態では減少した。デンプ
ン濃度はほとんど変わらなかった。
連続明期の生育では、12時間明期12時間暗期よりも全
糖、脂質濃度の上昇は急激であり、どちらの生育条件
でも全糖、脂質濃度はある一定濃度にまで達するとそ
れ以後は変わらないか、あるいは減少した。連続明期
では、生育期間が延ぴるにつれて光合成速度は減少し
た。生育20日目には正の光合成がなくなるまでになっ
た。12時間明期12時間暗期では光合成は20日間一定の
速度を保っていた。
［考察］　ハイスナゴケの褐色部分は貯蔵場所として
機能せず、緑色部分が光合成組織と貯蔵組織の両方を
かねていることがわかった。光合成によって合成され
る光合成産物は全糖または脂質として緑色部分に貯蔵
されるが、ある一定濃度以上にはならなかった。ハイ
スナゴケでは光合成組織と貯蔵組織が同一であるため
、過剰な光合成産物によって光合成が抑制される可能
性が示唆された。
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P74　　　　　　　スピッツベルゲン島におけるスゲ属二種の生長様式
　　　　　　　Growth　of　two　Carθx　species　in　Spitsbergen　lsland
　木部　剛　（総研大・極域科学）、増沢　武弘　（静岡大・理）、神田　啓史　（極地研）
　　　TKlBE（Grad．　UnMAdvanced　Studies），　T　MASUZAWA（Shizuoka　Univ）
　　　　　　　　　　　　　　　and　H．　KANDA（NIPR）
　　ln　ardic　tundra，　growing　period　of　plants　is　restrkメed　b㏄ause　of　snow　cover　Most　plants　can　grow　for
only　two　or　thrθe　months　there．　ln　such　short　period，　they　need　to　gain　dry　matter　enough　to　compθnsate
annual　carbon　balance．　Tb　danfy　the　m㏄hanism　of　growth　and　reproduction　during　the　short　growing
period，　biomass　allocation　and　growth　rate　were　measured　for　two　Ca力θxsp．　growing　on　a　perigrlaci剖area　in
Spitsbergen　lsland（79°N）．　There　are　differences　between　them　in　growth　form　and　the　means　of　vegetative
reprodudion．　One　is　prostrate　type，　and　the　other　is　tussock　forming　type．　Both　type　showed　low　allocation
to　sexual　reproductive　organ．　n　is　assured　that　the　alIocation　to　sexual　reproductive　organ　is　greatly　a廿ected
by　weather　condition　m　the　growing　season．
　北極域のツンドラでは、積雪、低温などの影響により植物の生育期間は夏の2ヶ月ほど
に限られている。そのような場所では地衣類、蘇類、草本植物、楼性木本植物を中心とし
た群落が発達している。氷河後退域ではモレーン上に植物群落の一次遷移が起こり、ある
程度進むと、単子葉草本植物の優占する群落が発達してくる。同じ単子葉草本でありなが
ら、コメススキ属（Dθscヵa叩陥sp．）などのイネ科植物は環境条件により「むかご」という繁
殖手段をもつのに対し、カヤツリグサ科スゲ属（Ca佗xsp．）はそのような手段をもたず、栄
養繁殖は「分げつ」のみに依存している。種子の生産も行なわれるが、生産量は生育期間
の気象条件などにより不安定である。
　このように限られた繁殖手段しかもたないスゲ属が北極ツンドラで生育するためには、
短い生育期間を最大限利用して充分な生産量を確保すること、さらに生き残りのためには
確実な繁殖様式をもつことが必要である。本研究では、短い生育期間の中でこれらの植物
体がどのように生長し、また植物体内での生産物の分配がどのように行なわれているのか
を明らかにするために、ノルウェーのスピッツベルゲン島に生育するスゲ属について、そ
れらの現存量、生長率、一次生産物の分配率についての調査を行なった。
　調査地ニーオルスン｛Ny－Alesund）はスピッツベルゲン島北西部のコングスフィヨルド｛北
緯約79度）に面しており、周辺には数多くの氷河が存在している。氷河周辺のツンドラで
はDワ欝ocゆθr鍋を中心とした群落内に2種のスゲ属｛C醐xτupθs輪，　C　m斑n批a）が生育して
いる。前者は旬枝を伸ばす「旬旬型」であり、後者は旬枝をもたない「叢生型」である。
調査は生育形の異なるこの2種について行なわれた。その結果、両種とも現存量は小さく、
有性生殖器官への投資はきわめて小さかった。また、特別な越冬の準備をせず、夏のまま
の姿で生育期間を終えることが分かった。一方、個体の繁殖に関してはCωpθs栖sは地下
部に形成した休眠芽を、条件のよ丸）年に展開させる方法をとるが、C厄sa㎡れaは休眠芽を
形成しないことから、たまたま条件のよい年に生産した種子に頼らざるを得ないと考えら
れる。本年度は特異的に生育期の天候が悪く、抽だいしたシュートの数は昨年と比較して
かなり少なかった。また綜実もほとんどみられなかった。したがって種子生産量は生育期
の天候により大きく影響を受けることが示唆された。
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P75　　　　　　　　　氷河後退域のユキノシタ科の植物について
　　　　　　　　Sax；〃aga　Oρρos∫f∫ro〃a　at　the　deglaciated　terrain
　増沢　武弘　（静岡大・理）、木部　剛　（総研大・極域科学）、南　佳典　（平岡環境研）
　　　　TMASUZAWA（Shizuoka　Univ），　T　K旧E（Grad．　Univ　Advanced　Studies）
　　　　　　and　Y　MINAMI（Hiraoka　Environmental　Science　Laboratory）
　　Primary　su㏄ession　of　plant　community　is　procθeding　on　glacier　foreland．　lt　is　known　thanhe
successional　stage　is　greatly　dθpendent　on　the　terrain　age．　Saxガ拍ga　sp．　is　commonly　appeared　as　a　pioneer
plant　on　deglaciated　ground　on　Northern　Hemisphere．　n　is　assumed　Saxガ拍ga　sp．　has　an　ability　to　grow　on
the　perigladal　zone　where　soi｜is　underdeveloped　and　oligotrophic．　S，　oρρos’ガた）〃a　is　atypical　eady
successional　plant　in　Spitsbergen　lsland（79’N）．　ln　order　to　darify　the　reason　why　the　p｜ant　can　grow　such　a
severe　condition，　wθinvθstigated　thθrelationship　betwθθn　thθplant　djstribution　and　the　avajlabi附y　of　waler
and　nutrient．
　現在、地球上の広域にわたって氷河の後退が見られる。北半球においても、ヒマラヤ、
北極域で急速に氷河が後退していることが知られている。一般に氷河後退直後のモレー
ンに、北半球ではユキノシタ科（Saxifragaceae）の植物が最初に出現すると言われている。ノ
ルウェーのスピッツベルゲン島においても、そのような場所にはSa漁ga　oρρos∫物〃aがラ
ン藻やコケ植物とともに先駆的に出現し定着している。
　ユキノシタ科の植物は世界中に80属1，200種分布しており、このうち日本列島には21属
90種が分布している。北極域を中心とした北半球の寒冷地に広く分布しているS．
oρρos湖o〃a（図1）は、その分布域が氷河の分布と深く関連している。
　これらのユキノシタ科の植物は、なぜ
土壌が未発達で貧栄養である氷河後退直
後のモレーンに最初に出現することがで
きるのであろうか。我々はこの現象を明
らかにするため、第1回目の調査を1994
年7月にスピッツベルゲン島、ニーオルス
ン（北緯約79°）で行なった。調査は氷河後
退後の比較的新しいモレーン上で、植物
群落遷移が上部から下部へ進行している
地点を選んで行なった。調査地は遷移の
進行にしたがって4地点を選んだ。調査の
結果、SOρρOS’物佑は氷河後退後の時間の
経過とともにその分布を広げていた。同
時にラン藻やコケ植物も増加していた。
ここではこれらの変化を土壌の含水量、
栄養塩類などとの関係から報告する。
図1・　P・叩1・M・unt・i・Saxif・ag，
1・Sax‘fraga　opposit荘Olia　L．
　　Aηfi輌IZα・ρρ・岡・～fσ（L）F・urr．
Subsp．　oppositifδlia
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P76　　　　　　スピッツベルゲン島，ニーオルスンの周氷河地形と植生
　　　Periglacial　Process　and　Vegetation　around　Ny－Alesund，Spitsbergen
〇三枝　茂（総研大・極域科学）・澤ロ晋一（明治大学文学部）
増沢武弘（静岡大学理学部）・神田啓史（国立極地研究所）
　　　　Shigeru　SAIGUSA（Grad．　Univ．　Advanced　Studies）．
　　　　　　Shin－ichi　SAWAGUCHI（Meiji　University）．
Takehiro　MASUZAWA（Shizuoka　Unive岱ity）．　Himshi　KANDA（NIPR）
Absぽacts
To　clarify　a　relationship　between　periglacial　process　and　vegetation　around　Ny・Alesund
（atypical　pe亘glacial　region），　we　are　observing　soihemperature　and倉ost　heave　volume　which　are　fecorded　by　a　data
logger口1rough　the　year　from　21　July　l994．
Hele　we　repoτt　a　phenomenon，　a　f頂ost　heave　in　the　non－sorted　c緬cle，　caused　by　a　cold　wave　passed　over　Spitsbergen
in　this　summer．
　はじめに
　周氷河地域は植生が容易に定着できない環境に
ある．この要因の一つとして，地中水分の凍結融
解作用による土壌の移動（ソリフラクション）が
考えられる．ソリフラクションは構造土，ソリフ
ラクションローブなどの特徴的な地形（周氷河地
形）を形成する．しかしながら，周氷河地形の発
達と植生分布との関係について定量的な計測をも
とに考察した例は少ない．
　演者らは，典型的な周氷河地域であるスピッツ
ペルゲン島北西部，Ny－Alesundの氷河先端域に
発達する周氷河地形と植生の分布との関係を明ら
かにするために，いくつかの観測地を設置した．
今回は，そのうち，構造土に設置した観測機器よ
り今夏，一時的に回収したデータをもとに夏季に
襲来した寒波による、地温変化と土壌断面の変化
について報告する．
　周氷河プロセスの観測項目と植生
　観測機器を設置した構造土は直径約1mの非淘汰
円形土である．構造土の中央部は盛り上がり植生
を欠いている。外縁部は浅い凹ちをなし，5a仙
ρ01arr速，　Dζya5㏄ωpαala，　Poり習onロη1　vル加arロm，　Lμ勾1a
◎on血saなどの種子植物，跳此屈ロm　cap∬1aoeロm，
5加0晦mcm‘a，恥r1㏄or㎡μm　5P∫Cηdeη5，　PO’γ的C加m
a加加μm，7bη1eη収Pηumη∫fen5などの蘇類ピ．
S‘e㎜ロノoηsμ，Oc航）∫ec力泡5μなどの地衣類が生育
している．
　この構造土の中央部に凍上計と地温計
（－70cm，40cm．・10cm．Ocm）を，外縁の植被部に地温計
（・10cm）を1994年7月21日に設置し，3時間毎の記録
をデータロガーに収録して通年観測を行なうこと
にした．また，構造土の変形があればそれを検知
するために構造土の中央部に直径25cmと40cmの同
心円をスプレーペンキでマーキングした．夏季の
情報を得るために，凍上，地温データを1ヶ月後の
8月21日に一時回収した．
　夏季データより得られた観測結果と考察
　スピッッペルゲンでは通常，7～8月にかけては
地温が0℃を下回ることはないと予想されたが、今
回の観測中，8月9日にスピッツベルゲンー帯に寒
波が襲来し，最低気温が0℃を下回る日が8月10日
～12日までの3日間（8月10B，－L7℃，8月11日，
・1．8℃，8月12日，・0．8℃）続き、9日には若干の降
雪があった．8月10，11日には，地表面温度が0℃を
下回り、構造土の中央部の地表面が1cm凍上した．
また，8月10日の土壌断面の観察記録によると，被
雪のなかった構造土中央部の表面から地下2cmにか
けての間に厚さ2mmのアイスレンズが数枚形成さ
れていた．しかし，被雪があった構造土外縁部で
は，地中にアイスレンズは形成されていなかった．
　こうした差異が被雪の有無によるものか、植被
の有無によるものかは今回のデータだけからでは
判定できないが、通年観測によりそれを判断でき
るデータが得られることが期待される。
　さらに，土壌水分量，粒度組成，風速などにつ
いても計測し，これらの要因がどのように周氷河
プロセスを規定し，植生の進入や分布に影響を及
ぼしているかについて考察していく予定である．
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　　氷河後退域に優占するチョウノスケソウ（Dノγ∂socfoρefa／a　L．）
　　　　　　　　　　　　　群落の種組成と環境要因
Relationship　between　spedes　composio60n　in　Dηαs　oc耽鋤αL．
　commUnity　and　environmental　factors　at　glacial　retreat　area
南　佳典（平岡環境科学研究所），神田啓史（極地研），増沢武弘（静岡大学・理学部）
Y．MINAMI（Hiraoka　Environmental　Science　Laboratory），　H．　KANDA（MPR），
　　　　　　　　and　T．　MASUZAWA（Shizuoka　Univ．）
　Ecologc由ぬnces　in　dle　vegetadon£oming　under　severe　enWronment　in　Arc廿c　area
may　be　upset　easily　due　to　the　local　or　global　climatic　changes．　To　grasp　the　vegetation
d｝m孤nics　by血ose　enWro㎜enωch田1ges，血e　vege励on泣ong出e　glaci訓re仕eat　area　in
Ny－Alesund，　Spitsbergen　Island　was　investigated　ecologically．　EspeciaUy，」鋤αs
ocZOρ吻b　L．　community　which　mlght　be　promoted　to　the　highest　succession　stage　in　this
area　was　classi6ed丘nely　by　using　the　method　of　the　Z－M　school　of　phytos㏄iology，　and
reladonship｛児tween血ose　vegeぬn　mits皿d　enviro㎜enね1　factors画ecdng　to由e
community　was　analysed．　鋤αs㏄鋤吻故community　was　distinguished　some　vegetation
units，　and　it　was　con6med　the　differences　in　habitat　condition　or　soil　chemistry　between
those　vegetation　units・
［はじめに］　北半球の森林限界以北の陸
域には広大な面積をもつ草原，河川，湖沼
群が広がり，海域との物質循環を通して，
地球1：の痕要な生態学的役割を担っている．
その厳しい環境条件ドに生育する植生は，
人類の活動の増大に源を発する地球大気の
温暖化で引き起こされる気候変動によって
生態系のバランスを崩す1∫∫能性が大きいと
いわれている．特に，氷河の後退は著しく，
その影響は周囲に生育する植生に大きな変
化をもたらすと考えられる．しかしながら，
氷河の後退によってどの環境条件が変化し，
生物に直接・間接的に影響を与え得るもの
かはほとんどわかっていない．これらを解
明するために，できるだけIF期に環境の変
化によって引き起こされた生態系の変動の
実態を把握する必要がある．
　以1：のことを目的として，スピッッベル
ゲン島ニーオールスンにおける氷河後退域
の生態学的調査を行い，現在の植生状況を
把握した．特に，同地域内で最も遷移段階
の高い位置にあると思われるチョウノスケ
ソウ（D7ツαs㏄鋤θω4z　L．）優rll群落におけ
る種組成を植物社会学的手法を川い解析す
ることでより詳細に群落を区分し，それら
群落に影響を及ぼしている周辺の環境条件
との関係を検討した．
［方法］　氷河後退域に形成されているチ
ョウノスケソウ優占群落植生をコドラート
法により出現する種の組成や被度および頻
度を測定した．得られた種組成から植物社
会学的手法を用いてよりド位の植生単位を
抽出し，それらの群落の形成に影響を及ぼ
している周辺の環境条件を検討した．検討
した環境条件は，群落の立地環境やヒ壌化
学性などである．
［結果］　チョウノスケソウ優占群落は安
定した均質な群落に見えるが、今回の調査
から数種の識別種が見いだされ大まかに7
個の1」、群落に区分することができた．識別
種は各調査地点中の出現頻度の高い種が多
く含まれている．また，1個の小群落には
2～5調査地点が含まれており，それぞれ
立地の違いや1：壌中の窒素破などの化学性
に違いが見られた．
［考察］今回の結果からチョウノスケソウ
優占群落内で区分され得た隠花植物を中心
とした小群落の種組成は，周囲の環境によ
って影響を受けた結果形成されたものであ
ると考えられ，氷河後退域の、γ地環境の成
、ア時期やそれに関連した1：壌条件の相違な
どが人きな要因であると‘「える．
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カナダ．ユーコン北部におけるワタスゲーツンドラの構造
　　　Structure　of　Eriophorum　tussock　tundra　in　northern　Yukon　Territory，　Canada
小島　覚（富山大）
S．Ko〕ima（Toy　ama　U　niv．）
　Structure　of　Eriophorum　tussock　tundra　phytogeocoenosis　in　northern　Yukon　Territory，
窒凱w認言c窒：T識：9鑓：1麟漂鵠。瓢c霊c等隠。：y。＝
　　　－　　characteristically　formed　tussocks　and←spp．，　maillly　of　旦．
fuscum，　filled　in　between　the　tussocks．　Soil　was　regosolic　static　cryosol　of　CSSC　1978　with
an　average　of　23　cm　peat　accumulation，　which，　nonetheless，　was　not　thick　ellough　to　be　an
organic　soU．　An　average　thickness　of　active　layer　was　44．6　cm　ill　early　August．　A
considerable　difference　in　thickness　of　active　layer　was　noted　between　points　below　the
　　　tussocks　and旦幽mats．　Active　layer　was　shallow　below　the　旦｝〕　mats
〔average　37．1　cm）while　it　was　deep（average　60．4　cm〕below　the〔p　tussocks．　For　the
tussock　tundra，　an　average　of　230　t／ha　of　organic　matter　accumulation　was　estirnated．
　Eいoot、O？U冊tussock　tUl、dra　（ワタスゲ・
ツンドラ）は北米大陸西部およびユーラシア
大陸東部におけるサブアークティック（Subar－
ctic）から低緯度アークティック（Low　Arcti－
c）に広く現われ，それらバイオームを代表す
る重要な生態系Cある。ふつう永久凍士上に
発達し密に叢生したワタスゲ（［川ophoru｛‖va－
ginatum，　sensu　lato）が、・チ坊主を作り，そ
れが集って特異な景観を構成寸る。常に泥炭
の堆積が認められる。この生態系は面積が広
大であること，泥炭の形℃人量の有機物が堆
積していることなどから，近年は気候温暖化
の影響あるいはそれに伴う炭素動態との関連
で注目されている。本研究は北米大陸西部に
おけるワタスゲ・ツンドラの構造解析を主た
る目的として行なわれた。
　調査は1994年8月．卜旬，ワタスゲ・ツンド
ラが極めてよく発達しているカナダ，ユーコ
ン地方北都，デンプスタ…・ハイウェイ沿い
の一帯く北緯64～67度の範囲）において行な
われた。よく発達し撹乱を受けていないツン
ドラ植生を選び，5mx5mの方形区を設定
した。維管束植物については種別に被度を計
測し，Dom川一Krajillaの被度階級により記録
　　　　　　　　　　　　　　　マした。コク類及び地衣類については：ぞ．れそれ
の総合被度を算定記録した。植生を記録した
のち土壌断面を観察記録また土壌温度を測定
した。合計20点の方形区が設定された。そ　　　　　　　　　　　べれに基づき組成表を作成，種別の平均被度及
び常在度を算出した。
　植生は樹木をまったく欠姐し，若寸の懐生
低木とワタスゲ（Eriophorum　vaginatu胆）が優
占する典型的なツンドラ植生であった。lrio－
phorum　vaginalum，　Betula　glandulosa「　led－
Um　palUSt｜、e，　VaC｛；iniUl‖　vitis－idaea，　1lllpc～
trum　nigrUo↓，　Carex　lugens、　Rubus　chdl‖ael6－
orus，　Salix　pulchra　29の維管宋植物o）他，
Sphagnum　fuscum、　S，　nemoreu損，　Ce〔∫・al・id
cucu川ataなどが比較的高い被度及び常《t度
で出現，この生態系を特徴づける。二」ケ膚が
よく発達し，SphagnUlu　fuscunlノ）s優占ダるが，
C｜adonia　amaurocraea，　Cetraria　cucullald
などの地衣が常在度ぐ出現。優占種ソタスケ
は、γチ坊主を形成，それが密かっはば等間隔
で分布し，ヤチ坊主の間をSPhagnUIIIの／ソト
が密に埋めるものであっ1こ。
　すべての方形区において永久凍土の存在が
確認された。1994年8月⊥旬，沽勤層の厚さ
は平均44．6cmであったが，それは．1の植被
により大きな違いを示した。ダなわちワタス
ゲ下においては平均の厚さ60．4cmぐあるの
に対し，Sphagnu鵬下では37．1cmぐあ一．，た。
すべての方形区で泥炭堆積が認められたが，
その厚みは，乎均23．Ocmであった。f壌1よカ
ナダ土壌分類体系によるRegoso｜ic　S【dlic
Cryosolであった。この生態系の土壌白機物
の堆積量を推定つると230t／haとなった。
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P79　立山高山帯におけるハイマツ群落の融雪期の水分状態
Water　relations　of　Pinus　pu匝ila　in　the　snow　但elting　season
at　the　alpine　region　of　Mt．　Tateyaoa
　丸田恵美子（東邦大）・中野隆志（都立大）・石田厚（森林総研）
　　　　　飯田肇（吉田科学館）・増沢武弘（静岡大）
E．Mauta（Toho　Univ．），　T．Nakano（Tokyo　Meteropolitan　Univ．），
A．lshida（For．＆　For．Prod．Res．Inst．），　H．lida（Yoshida　Science　Huseu咀）
T．Hasuzawa（Shizuoka　Univ．）
　During　the　snow　■elting　season　of　1994，　sone　exposed　leaves　of　Pinus
P辿　turned　yellow　at　the　alpine　region　（2450固）　on　Ht．Tateya薗a．　　How－
ever，　　relative　　water　　content　（RWC）　of　the　　leaves　was　far　over　the
lethal　RWC．　　The　tenperatures　　of　　roots　　and　　steロs　　below　　snowpack
re薗ained　near　O　C　during　the　田idday　on　7　Hay，　　whereas　those　of　　ste田s
and　branches　over　snowpack　increased　　to　　10～13　C　under　the　high　solar
radiation．　　This　result　shows　that　transpired　water　fro■　1eaves　田ay　be
replenished　with　water　stroed　in　shoots　and／or　ste田s　in　the　spring．
〈はじめに〉　中部日本の高山帯の多くで優占しているハイマツ（Pinus　p暗ila）
群落は、春の融雪期に、群落の表層葉が黄変していることがある。黄変の原因の
一 っとして、融雪期の樹木は積雪下の根や幹は凍っているか、そうでなくとも0℃
に近い低温で吸水が困難であるのに対し、群落の表層は春の強い日射を受けて、
葉温が上昇し蒸散量が多いため、水分バランスを崩し、葉は水ストレスを受けや
すいことが考えられる。立山室堂平（2450m）においても、1994年春にハイマツ群
落の表層葉の黄変が見られたので、ハイマツ群落の水分状態の調査を行った。
〈方法〉　ハイマツ群落下の地表面温度と群落内の気温にっいて、前年の秋から、
白金センサーを用い、データロガー（Kadec　US、コーナシステム社）によって継続測定を
行った。ハイマツの幹・枝の内部温度は前年から0．1皿匝Cu－Co熱電対を埋め込み、
葉温は同様の熱電対を葉に接着させて、データロガー（サーモダック、江藤電気）によ
って記録した。葉の相対含水量（RWC）は、採取した葉を4日間吸水させて、次式
によって求めた。　　　　　　閥一脚
　　　　　　　　　RWC（沿＝　　　　×100　　（FWOは吸水後の湿重量である）
　　　　　　　　　　　　　FWO－DW
〈結果及び考察〉　ハイマツ群落内の気温と地表面温度の継続測定の結果から、
ハイマツの上部が積雪の上に出たのが4月中旬頃、地表面まで完全に雪が融けたの
が、5月中旬と推定される。したがって、上記の水分バランスの崩れによる葉の水
ストレスは4月中旬から5月中旬の間に起こる可能性がある。
　1994年5月7～8日に、ハイマツ群落の幹・枝温度、葉温及び微気象の測定を行っ
た。5月7日にはハイマツ群落下の積雪は10～20c畠で、一日中快晴で、光量子密度
は日中最大3000μ皿olr2－1になった。地温と積雪下の幹の温度は日中も0℃付近
であったが、積雪の上の幹・枝温度と葉温度は10～13℃まで上昇した。葉のRWCの
平均値は、表層葉が85．5Z、積雪下の葉が88．“で、表層葉のほうが低いものの、
致死含水量よりははるかに高く、葉の黄変が水ストレスによるものではないと考
えられる。積雪下の根や幹が低温で、土壌からの吸水が困難でも、積雪上の幹に
蓄えられた水で、葉から蒸散によって失われる水の供給を十分まかなっていると
いうことができる。
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P80
　　　　Abotany　based　bioclimatology　map　of　the　Truelove　area，
　　　　　　　　　　　　　　　Devon　lsland，　arctic　Canada．
Elvebakk，　A．（Univ．　of　Tromso，　NORWAY）
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P81
東シベリアの自然集団から検出されたハシリショウジョウバエの突然変異
　　Mutants　selected　from　natural　population　of　Chymomyza　oostaεa　in　eastem　Siberia
島田公夫（北大・低温研）、渡部英昭（北教大・札幌）
　K．Shimada（Inst．　Low　Temp．　Sci．，　Hokkaido　Univ．），
　　　H．Watabe（Hokkaido　Univ．　Edu．，　Sapporo）
Adrosophilid　ny，αymomyza　oosta亡a　is　distributed　from　northem　Temperate　to
the　Arctic．　One　of　the　authors，　H．　Watabe，　collected　this　spedes　at　Ver㎞oyansk，
Khandiga，　Yakutsk　and　Olekminsk　dud㎎asurvey　in　eastem　Sibe亘a　in　summer
in　1993　and　l　994．　He　confirmed　that　its　distribution　extends　to　the　treeline．　C
oostata　has　been㎞o㎜as　a　cold－hardy　insect．　Diapausi㎎winter　larvae　are
tolerant　to仕eezi㎎at－100℃．　To　reveal　the　mechanisms　of　its　cold－hardiness　by
gene6c　dissection，　we　intended　to　select　mutants　of　C　oostaεa．　We　have　not
detected，　as　yet，　any　mutants　relati㎎to　cold－hardiness．　Duri㎎the　selection，
however，　we　fo皿d　some　eye－colour　and　wi㎎一morphology　mutants．　These
mutants　seem　to　provide　useful　tools　of　genetic　dissection　for　studies　of　insect
cold－hardiness．
　マエグロハシリショウジョウバェαy・
momyza　oosεataは、札幌付近を南限にし
て北は北極圏内の森林限界まで分布する
ショウジョウバエ科の昆虫である。1993
年と1994年の夏に行われた東シベリア調
査で、渡部は極寒の地として知られるベ
ルホヤンスクを始め、ハンディガ、ヤク
ーツク、オリョクミンスクでこのショウ
ジョウバエを採集し、北緯60度以北での
分布を確認している。
　このショウジョウバエは、また、強い
耐寒性を持っていることでも知られてい
る。その越冬・休眠期の幼虫は、－100℃
の凍結にも耐えられるという驚異的な耐
寒性を持っている。
　高緯度・寒冷地域に分布している昆虫
の寒冷適応を生理学的に明らかにするた
めに、私たちは寒冷適応に関連する突然
変異探しをこのショウジョウバエで始め
た。今のところ、寒冷適応に直接関係す
る突然変異は検出されていないが、実験
過程でシベリアの自然集団からいくつか
の突然変異を見出した。これらは眼の色
や翅の形に関係する突然変異で、キイロ
ショウジョウバエDrosqρ血∫1a　melaロo－
gasterの突然変異である、　ruby，　costal，
wi㎎lessに似ている。これらの突然変異
は、今後、genetic　dissedionによる寒冷
適応機構の解明を進めて行くときに役立
つと思われる。
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XVII　Symposium　on
　　　Polar　Biology
Program
December　7（Wednesday）－
　　　　9（Friday），1994
National　lnstitute　of　Polar　Research
7，DECEMBER（WED）8，DECEMBER（THUR）9，DECEMBER（FRI）
Opening　Rem　arks
Theme　I Theme　I Theme　II
”Sea　Ice　Ecology” 1‘Sea　Ice　Ecology’‘ ”Polar　Teπestrial　Ecosystems”
Session　l－2　　　　　　1000－1230　　　　　　　　　　　　　　∨Session　5－6　　　　　　1000－1230 1000－1200
Lunch　　　　　　　　　　　1230－1330Ltmch　　　　　　　l230－1330Lunch　　　　　　　　1200－1300
Symposium　I Symposium　I Symposium　II
Session　2－4　　　　　　1330－1700Session　6　　　　　　　　1330－1500S24－S25　　　　　　　　1300－1400
Poster　Session　I　　1500－1830Poster　Session　III　1400－1600
Ma㊥e　Biology Ter爬st亘al　Biology
D．Bacteha／Cyanobacter跡40sses
A．Physical／ChcmicalP56－60
Environmcnts／
Primary　Production
E．Algae
P61－P67
Pl－P24 F．Lichens／Mosses
P68－P73
B．Zooplanklon／Krill／FishG．H g cr　Plants／Inver¢brates
P25－P47 P74－81
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P48－P55
mecting　　　　　　1400－1500
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Receptiol1（NIPR）　1830－2000Closing　Remarks
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December　7（Wednesday），1994
Registration（6th　Floor）
Theme：Sea　Ice　Ec《）10gyOpening　Remarks：D蓋rector・General，　NIPR
Session　1：Introducti《）n　tlnd　history 1000－1130
Chairperson　FUKUCHI，　M．（NIPR）
Introductory　remarks
　　　FUKUCHI，　M．　and　NAITO，　Y．（NIPR）
Astudy　of　ice　biota　at　Syowa　Station，Antarctica
　　　HOS田AI，　T．，　KUDOH，　S．　and　A．　TANIMURA（NIPR）
Ice　algae　investigations：Hist（）rical　perspective
　　　HORNER，　R．（Ulllv．　of　Washillgtol1，　U．S．A．）
Session　2：Primary　production
　　　Chairperson　　TAGUCIII，　S．（Ilokkaido　Natl　Fish．　Res．　Inst．）
Sea　ice　dynamics　and　primary　production　in　the　Arctic　　　　　　　　　l130－1230
　　　ALEXANDER，　V．（Univ．　of　Alaska，　US．A．）
Eco－physiological　aspects　oll　sea　ice　algal　production－On　latitudinal　diffξrence　of
available　diel　llght　and　ice　algal　photosyntesls－light　reaction－
　　　KUDOH，　S．（NIPR），　SUZUKI，　Y．　alld　TAKAHASHI，　M．（Univ．　of　Tokyo）
Lunch－・ 1230－1330
Snow　algae　on　Arctic　pack　ice　floes、
　　　GRADINGER，　R．（Unlv．　K｛el，　GERMANY）　　　　　　　　　1330－1430
Resistance　of　phytopl〔1nkton　commしmities　of　the　Bering　and　Chukchee　Seas　to　the　most
widespread　organic　polhltallts　and　heavy　metals
　　　BELEVICH，　T．　A．（Moscow　State　Univ、，　RUSSIA）and　KORSAK，　MN（lnst．
　　　ofGlobal　Climate　and　Ecology，　RUSSIA）
Session　3：Carbon　cycling
　　　Chairperson　　SASAKI，IL日shinomaki　Senshu　Univ．）
1430－1600
Marine　snow　in　Antarαic　coastal　waters
　　　MARCHANT，｝L（Australian　Antarctlc　Division，　AUSTRALIA）
The　Biological　CO2　Pulllp　hl　ice　cover、vaters．
　　　LEGENDRE，　L．（UIliv．　Laval，　CANADA）
Temperature　dependent　velてical　flux　of　ice　algae　in　Saroma　ko　lagoon．
　　　TAGUCHI，　S．（Hokkaido　Natl　Fish　Res．　Inst．）
Session　4：　Remote　sensing　apPlication
　　　Chairperson　KUDOII，　S．（NIPR）
1600－1700
Interrelationships　of　l（1rge　sale　biological　tmd　geophysical允atures　of　the　southem㏄ean
as　observed　from　space．
　　　SULLIVAN，　C．　W．（NSF，　U．S．A．）
Sea　ice　dynamics　and　its　relation　to　biological　production
　　　ACKLEY，　S．（Res．　and　Enghleerhlg　L〔｜b．，　U．S．A．）
December　8，1994（Thursday）
Theme：Sea　Ice　Ec《）1《）9y（c（）ntilllled）
Session　5：SecOI1《hry　lハr【）（luctiOn
　　　Chairperson　　IIATT（）RI，　ILα1《）kkaido　T《）kaiUniv．）
1000－1130
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On　the　biology　of　sea　ice【IIlimals
　　　SPINDLER，　M．（Univ、　Kiel，　GERMANY）
Ecology　of　ice－a∬ociated　copepods　in　Antarctic．
　　　TANIMURA，　A．．（NIPR）
Cryopelagic　fauna－Arctic　versus　Antarctic．
　　　MELNIKOV，1．（Russian　Academy　of　Sci．，　RUSSIA）
Session　6：　Higher　trophics
　　　Chairperson　　NAITO，　Y．（NIPR）
Cold　adapted　f］shes－Antεu℃t▲c　fish　biology－
　　　rWAMI，　T．（Tokyo　Kasei　Gakuin　Univ．）
Effect　of　salmon　prolactin　on　plasma　osmolality　the　saffron　cod
　　　OGAWA，　M．（Saitama　Univ．）
．． Lunch一
1130－1230
12304330
Marine　mammals　and　ice　cover　in　Russian　Arctic　　　　　　　　　　l330－1500
　　　BELIKOV，　S、　E．，　BOLTUNOV，　A．　N．（All　Rllssian　Res．　Inst．　for　Nature
　　　Protection）and　GORBUNOV，　Y．A，（Arctic　and　Antarctic　Res．　Inst，　RUSSIA）
Sea－ice　and　Ad61ie　pengunl　foraging　behavior：comparison　between　Prydz　Bay　and
LUtzow－Holm　Bay．
　　　WATANUKI，　Y．（Hokkaido　Univ．）and　KATO，　A．（MPR）
Breeding　on　sea－ice：The　breeding　and　fbraging　constratints　of　the　Emperor　penguin
（Aptenodytes　fbrsteri）
　　　LB　MAHO，　Y．（CNRS，　FRANCE）
Closing　remarks　of”Sea　Ice　Ecologゾ
　　　ALEXANDER，　V．（Univ、　of　Alaska，　U．S．A．）
・・　Poster　Session　I．　Wlarine　Biology・・
一・・ Reception…
i500－1830
1830－2000
December　9（Friday）
Theme：Polar　Terrestrial　Ecosvstems　　　　　　　　　　　　　1000－1200
　　　Chairperson　MATSUMOTO，　G．　L（Otsuma　Women，s　Univ．）
InterelaΦns　between　bactelial　and　algal　commlmities　in　Antarctic　soils
　　　BOLTER，　M．（UIllv．KieしGERMANY）
Taxonomy　and　ecology　of　snow　algae
　　　OHTANI，　S，（Shmlane　Univ．）
Chairperson　SIIIMADA，　K．（Hokkaido　Univ．）
Invertebrate　survival　in　polar　environmellts
　　　BLOCK，　W．（British　Antarctic　Sllrvey，　U．K．）
An加al　community　ofthe　glacier
　　　KOHSHIMA，　S．（Tokyo　Univ．　of　Tech．）
’・　Lunch　一 1200－1300
Chairperson　KOJIMA，．　S．（Toyama　Univ．）
Vegetation　at　the　deglaciated　terrain　in　Spksbergen　Island
　　　KANDA，　H．（NIPR）
1300－1400
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Adaptation　in　plants　exemplified　by　transplalltation　studies　at　two　latitudes．
　　　WIELGOLASKI　and　FOHUSON，　E．　E．（Univ　of　Oslo，　NORWAY）
　　　一．Poster　sessioll　H．　Terrestrial　Biol《）gy・・　　　　　　　　1400－1600
　　　・－　SO－JGOFS　and　related　mleeting　－－　　　　　　　　　　　　　　　1400－1500
　　　－BIOTAS　rel頒ed　meeting・・　　　　　　　　　　　　　　　　1600－1700
一 121一
December　8（Thursday），1994
Poster　Session　I：Marine　Biology 1500・1830
A．Physical／Chemiロl　Environments／Primary　Production
Chairpersons　SATOH，　H．，　YAMAGUCm，　Y．（Tokyo　Univ．　of　Fish．）
　　　　　　　　　KAWACHI，　M．（Marine　Biotechnology　Inst．）
P1
P2
P3
P4
P5
P6
P7
P8
P9
P10
Pl1
P12
Size－f士actionated　prim　ary　productivity　at　the　surface　in　the　northem　North　Pacific　and　the
Bedng　Sea　in　winter．
　SHIOMOTO，　A．，　NAGASAWA，　K．，　UENO，　Y．，　MITO，　K．（NRIFSF）
　and　NANBA，　M．（Kagawa　UIliv．）
Primary　production　of　phytoplankton　during　the　white　night　in　Kongs－Oold，　Svalbard，
Norway．
　YAMAGUCHI，　Y．（Tokyo　Univ．　of　Fish．），
　MATSUDA，　O．（Hiroshima　Univ．）and　KUDOH，　S．（NIPR）
Temporal　changes　of　microalgal　and　bacterial　assemblages　in　and　under　the　sea－ice　of
Saroma　Ko　lagoon．
　YASUDA，　M．（Grad．　Univ．　Advanced　Studies），　KUDOH，　S．　and　FUKUCHI，
　M．（NIPR）
Ecological　studies　of　mξtrine　bacterioplankton　in　the　high　arctic　Kongs　fjord，　NyAlesund
（NORwAY）－Quantitative　relationships　to　algae　and　protozoan　duhng　sea　ice　meldng　in
early　summer　l994－
　YASUDA，　M．（Grad．　UIliv．　Advanced　Studies），　KUDOH，　S．　and　FUKUCHI，
　M，（NIPR）
Survival　and　activity　of　the　ice　biota　during　the　austral　winter．
　GARRISON，　D．　L．（IMS，　Univ．　of　California，　U．S．A．）
The　effect　of　Ul仕aviolet－B　irradiation　on　the　growth　rate　and　DMS　release　of　Antarcdc
ice　alga　Phae㏄ystis　Antarctica．
　HE　FU，　Y．，　RIEGGER，　L，　BAUMAN，　M．　and　KIGGT，　G．0．（Second　Inst．　of
　Oceanography，　CHINA）
Phytoplankton　assemblages　in　the　Antarctic　Peninsula　area．
　KOPCZYNSKA，　E．　E（Dept．Antarctic　Biology，　Polish　Academy　of　Sciences）
Aseasonal　smdy　of　coastal　marine　bacteria　in　Admiralty　Bay（Antarcdca）
　DONAC田E，　S．　P．（Departmel1ωf　AIltarctic　Biology，　Polish　Academy　of　Sciences．）
Seasonal　changes　in　sea　ice　algae　in　the　coastal　fast　ice　near　Zhongshan　Station，　Antarctica．
CHEN，　B．　and　HE，」．（Polar　Res．　Inst．　of　China）
Occurrence　of　dissolved　protein　mole四les　in　the　Antarctic　Ocean．
　TANOUE，　E．，　ISHII、　M．　and　MIDORIKAWA，　T．（Meteorogical　Res．　Inst．）
Seasonal　variability　in　downward　particulate　nux　under　the　Antarctic　fast　ice．
　SASAKI，　H．，　SATOH，　N．，　OGUMA，　H．（Senshu　Univ．　of　Ishinomaki），
　TANIMURA，　A．　and　FUKUCHI，　M．（NIPR）
Light　response　of　ice　algae　assemblages　in　Lagoon
Saroma－ko，　Hokkaido，　Japan．
　SATOH，　H．，　KUSAKA，　K．　and　YAMAGUCHI，　Y．（Tokyo　Univ．　of　Fish．）
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P13
P14
P15
Pl6
P17
Pl8
P19
P20
P21
P22
P23
P24
Specific　growth　rate　of　ice　algae　and　daily　particulate刊ux
as　estimated　from　copepgd　feedin琴in　ice－covered　Resolute　Passage，　Arctic　Canada．
　HATTORI，　H・（Hokkaldo　Tokal　Univ．）and　SAITO，　H．（Hokkaido　NatL　Fish．　Res．
　Inst．）
Dynamics　of　phytoplankton　under　the　AIltarctic　fast　ice　in　summer．
　ODATE，　T．（Mie　Univ．）and　FUKUCHI，　M（NIPR）
Culture　of　phyllophora　antarctica，　Antarctica　red　seawee〔L
　OHNO，　M（Kochi　UIliv．）
The　ultrasぼucture　and　phylogeny　of　Manton▲ella　antarctica（Prasinophyceae）伽m　Antarctic
　　　　
　NAKAYAMA，　T．（UIliv．　of　Tsukuba），　KAWACHI，　M．（Marine　Biotechnology　Inst．）
　and　INOUE，　L（Univ．　of　Tsukuba）
Taxonomy　and　ultrastmcmre　of匡wo　species　of　cryptomonads　from　Antarctica．
　ERATA，　M．（Natl．　IIlst．　of　Biosci．　and　Human　Technology），　KAWACHI，　M．（Marine
　Biotechnology　Insし）三lnd　INOUE，1．（Tsukuba　Univ．）
Taxonomy　and　phylogeny　of　a　new　species　of　chrysophyte　f㌃om　Antarctica．
　KAWACHI，　M．（Marine　B｛otechnology　lnst．），　NAKAYAMA，　T．，　HONDA，　D．
　and　INOUE，　L（Tsukuba　Univ．）
Isolation　and　M▲crobial　Characterization　of　Phychrophilic　and　Barophilie　D㏄p－Sea
Bacteha．
　SAKIYAMA，　T．，　MATSUI，　H．（ORI，　Univ．　of　Tokyo），　LEE，　W．（Natl．　Fish．　Univ．　of
　Pusan）and　OHWADA，　K．（ORI，　Univ．　of　Tokyo）
Seasonal　fluctuati（）n　of　heterotrophic　microflagellates　in　the　coast　near　Syowa　Station，
Antarctica．
　TAKAHASHI，　E．（Yamagata　Univ．）
Distribution　of　the　pltmktonic　foraminifer　Neogloboquadrina
pachydema　in　sea　ice　of　the　eastern　part　of　LUtzow－Holm　Bay，　Antarcdca
　IGARAS田，　A．（Tohoku　UIliv．），　NUMANAMI，　H．（Tokyo　Kasei　Gakuin　Univ．），
　TSUCHIYA，　Y．（Univ．　of　Tsukuba），　FUKUCHI，　M．（NIPR）and　SAITO，　T．（Tohoku
　Univ．）
Benthic品ssil　forammiferal　assemblages　in　marine　sediments　in　the　eastem　part　of　LUtzow－
Holm　Bay，　Antartctica．
　IGARASHI，　A．（Tohoku　Univ．），　NUMANAMI，　H．（Tokyo　Kasei　Gakuin　Univ．），
　TSUCHIYA，　Y．（Univ．　of　Tsukuba），　HARADA，　N．（Nagoya　Univ．），　FUKUCHI，
　M．（MPR）and　SAITO，　T．（Tohoku　Univ．）
Estimation　of　vertical　profile　of　chlorophyU－a　concentration
around　the　Antarctic　peninsula　denved　from　the　satellite　image（Nimbus－7／czcs）．
　KIMURA，　N．　and　OKADA，Y．（Tokai　Univ．）
Autonomous　underwater　vehide　as　a　survey　platfbml　fbr　tlnder－ice　observation
　SHIRASAKI，　Y、　and　ASAKAWA，　K．（KDD　R．　P．　Lab）
B．Zooplankton／Kr川／Fish
Chairpersons　TANIMURA，　A．（NIPR），　NUMANAMI，　H．（Tokyo　Kasei　Gakuin
　　　　　　　　　　Univ．），　KUBODERA，　T．（Natl．　Sci．　Museum）
P25 Dis亡ribution　of　Lav（tl　Euphausiids　in【he　Sou｛heast　Bering　Sea　ShelfArea
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P26
P27
P28
P29
P30
P31
P32
P33
P34
P35
P36
P37
KOHNO，　N．（Hokkaido　Tokai　Univ．），　NISHIMURA，　A．，
YANAGIMOTO，　S．（NRIFSF），　KATAKURA，　S．　and　NISHIYAMA，　T．（Hokkaido
Tokai　Univ．）
Deep－sea　caddean　shηmps　collected　during　JARE－35　Expedition．
　KOMAI，　T．（Nat田istory　Musellm　and　Inst．，Chiba．），　TAKEUCHI，1．（ORI，　Univ．　of
　Tokyo）and　TAKEDA，　M．（NatL　Sci．　Museum）
Inshore　fauna　of　Fildes　Bay，　King　George　Island．，　Antarctica．
　SAKURAI，　H，，　ARAI，　H．，　TAKASAKI，　A．，TADA，　S．，　HORI，　H．，　KODAMA，
　M．，KIMPARA，1．，MATSUYAMA，Tt｛nd　SATO，　T．（Tokyo　Sea　Life　Park）
Benthos　and　fish　community　ass㏄iated　with　clumps　of　submerged　dhfting　algae　in　Fildes
Bay，　Khlg　George　Island，　Antarctica．
　TADA，　S．，　KODAMA，　M．，　KIMPARA，　L，　SATOH，　T．，　ARAI，　H．　and　SAKURAI，
　H．（Tokyo　Sea　Life　Park）
Relationships　between　mollthpm　structures　and　in　site　fbeding　habits　of　five　neritic　calanoid
copepods　in　the　Chukchi　and　northem　Bering　Sea　in　October　1988．
　OHTSUKA，　S．，　S川MOZU，　M．（Hiroshima　Univ．），　TANIMURA，　A．，　FUKUCHI，
M（NIPR），　HATTORI，　H．（Hokkaido　Toklli　Univ．），　SASAKI，　H．（lshinomaki　Senshu
Univ．）and　MATSUDA，　O．（HiroshlmaUniv．）
Distribution　of　marine　cladoceralls　in　the　N（）rthem　Bering　Sea　and　the　Chukchi　Sea．
　ONBE，　T．，　TANIMURA，　A．，　FUKUCHI，　M．（NIPR），　HATTORI，　H．
　（Hokkaido　Tokai　Univ．），　SASAKI，H．（lshinomaki　Senshu　Univ．）and　MATSUDA，
　O．（Hiroshima　Univ．）
Systemaetic　status　of　Eubradlilla，　a　genus　of　Copepoda　parasitic　on　Antarctic　teleosts．
　HO，　J．（California　State　Univ．，　Long　Beach，　U．S．A．）and　TAKEUCHI，1．（Univ．　of
　Tokyo）
Record　of　benthos　collected　wi由abait　trこlp　at　Syowa　Station，　Antarctica．
　HOSHIAI，　T．（MPR）and　NUMANAMI，　H．（Tokyo　Kasei　Gakuin　Univ．）
Vertical　distributi（）110f　benthic　octopods　imhe　Antarctic　shelf　waters．
　KUBODERA，　T．（Natl，　Sci．　Museum），　NUMANAMI，　H．，　IWAMI，　T．（Tokyo　Kasei
　Gakuin　Univ．）alld　OKUTANI，　T．（Tokyo　Univ．　of　Fish，）
Benthic　gastropds　and　bivalves　collected　by　33rd，34th　and　35th　JARE．
　NUMANAMI，　H．（Tokyo　Kasei　Gakuin　Univ．），　OKUTANI，　T．（Tokyo　Univ．　of　Fish．），
　IWAMI，　T．（Tokyo　Kase▲Gakuin　Ulliv．），　TAKEUCHI，1．（ORI，　Univ．　of　Tokyo），
　TUCHIYA，　Y．（Univ．　of　Tukuba），　IGARASm，　A．（Tohoku　Univ．）and　FUKUCHI，
　M．（NIPR）
Benthic　gastropod　fεtuna　around　Syowa　Station　and　adjacent　waters，　Antarctica．
　NUMANAMI，　H．（Tokyo　K乏lsei　Gakしlin　Univ．），　OKUTANI，　T．（Tokyo　Univ。　of
　Fish．）and　IIOS｝－IIAI，　T．（NIPR）
Beited　trap　system　carried　out　during　JARB－35th　Cruise．
　TAKBUCHI，1．，　MIYAZAKI，T．（ORI，　Univ．　of　Tokyo），　KAWACHI，　M．（Marine
　Biotechnology　Inst．）and　WATANABE，　K．（NIPR）
Food　web　structure　of　demersal　fish　assemblages：trophic　pathways　and　anthropogenic
influellce．
　YAMAMURA、O．（Hokkaido　UIliv．）alld　INADA，T，（Tohoku　Natil　Fish，　Res．　Insti．）
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P38
P39
P40
P41
P42
P43
P44
P45
P46
P47
The　visual　acuity　ofTrematomus　bernacchii．
　MIYAZAKI，　T．（ORI，　Univ．　Tokyo），　IWAMI，　T．（Tokyo　Kasei　Gakuin　Univ．）and
　NAITO，　Y．（NIPR）
Record　of　Dissostichus　mawsoni　Norman　and　Aethotaxis　mitopteryx　De　Witt　ffom　Syowa
Station，　Antarctica．
TANIMURA，　A．（NIPR），　MIYAMOTO，　Y．（Tokyo　Univ．　of　Fish．），　IWAMI，　T．，
　NUMANAMI，　H．（Tokyo　Kasei　Gakしlin　Ulliv．），　TSUCHIYA，　Y．（Tsukuba　Univ．），
　IGARASH，　A．（Tohoktl　Ulliv．）and　FUKUCHI，　M．（NIPR）
Stomach　contents　of　a　noto由elllid　fish，　Pagothenia　borchgrevinki（Boulenger）at　Syowa
Station，　Antarctica．
　IWAMI，T．，　NUMANAMI，　H、（Tokyo　Kasei　Gakuin　Univ．）and　HOSHIAI，　T．（NIPR
Feeding　behavior　of負shes　of由e　family　Artedidraconidae
（Pisces，　Notothenioidei）．
　IWAMI，T．，　NUMANAMl，　H．（Tokyo　Kasei　Gakuin　Univ．）and　NAITO，　Y．（NIPR）
Fishes　caughtalong、vith　the　AntarctiG　krill　in　the　vicinity　of　the　South　Shetland　Islands
during　the　allstral　summer　rnonths　of　l994．
　IWAMI，　T．（Tokyo　Kasei　Gakしlnl　Univ．）
Ice　as　an　agent　R）r　dispersal　ofAntarctlc　fish？
　WHITE，　M．　G．and　MURPHY，　E．」．（British　AntarcUc　Survey，　U．K．），
On　the　behaviour　and　fヒx）d　detection　of　the　Antarctic　fish　Ophthalmolycusconcolor
（Zoarcidade）
　FANTA，E，　MEYER，　A．A．　and　SANTANNA，　F．（Univ．　Federal　do　Parana，　BRASIL）
Trackingof　emerald　rock　cod　usingしlltrasonic　pinger　at　Syowa　Station．
　MIYAMOTO，　Y．，　HAN，　J．，　HAMADA，　E．（Tokyo　Univ．　of　Fish）and　TANIMURA，
　A．（NIPR）
Vertical　movement　of　the　flolmders　off　the　coast　of　Niigata，　Japan　Sea．
　IWAO，　K．（Japan　Womenls　Univ．），　NAS田DA，　K．（Japan　Sea　Fish．　Res．　Lab．），
　NAITO，　Y．（NIPR）and　KANAMARU，　S．（Japan　Sea　Fish．　Res．　Lab．）
Changes　in　swimlnillg　behavior　of　free　rangillg　flotlnders　in　relation　to　ampient　temperatur
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NASHIDA，　K．
（Japan　Sea　Natl　Fisl1．　Res．　Ins輻），　lWAO，　K．（Japan　Women‘s　　　　　Univ．），
KANAMARU，　S．（Japall　Sea　Natl　Flsh．　Res．　IllsL）and　NAITO，　Y．（NIPR），
C．Seabirds／Marine　Mammals
Chairpersons　WATANUKI，　Y．σlokkaido
P48
P49
P50
UIliv．），　KATO，　A．（NIPR）
Diving　pattem　and　stomach　temperatllre　of　foraging　king　comorant．
　KATO，　A．，　NAITO，　Y．（NIPR），　MSHIUMI，1．（Osaka　City　Univ．），　WATANUKI，
　Y．（Hokkaido　Univ．）alld　SHAUGHNESSY，　P．（CSIRO，　AUSTRALIA）．
Individual　variation　ill　the　dMng　pattern　of　male　and允male　king　comorants．
　KUROKI，　M．（Waseda　Univ．），　KATO．　A．，　WATANUKI，　Y．（Hokkaido　Univ．），
　SHAUGHNBSSY，　P．（CSIRO，　AUSTRALIA），　INO，　Y．（WASEDA　Univ．）and　NAITO，
　Y．（MPR）
Diving　behavior　of　harb（）ur　porpoises　and　their　ambiel1口emperattlre　in　southem　Hokkaido
，1994．
　NAITO，　Y．（NIPR），　OIITAM，　S、　KAWAMURA，　A．（Mie　Univ．），　NISHIWAKI
　KAWASAKI，　M．（ICR）alld　ONO，　N、（NIPR）
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P51
P52
P53
P54
P55
Trace　element　concentratlons　in　tissues　of　the　hatching　year　and　adult　Adelie　penguins．
　YAMAMOTO，　Y．，　KANESAKI、　S．（Kobe　College），　KURAMOCm，　T．（Tokyo　Univ．
　of　Agriculture　and　Tec｝mology），　MIYAZAKI，　N．（ORI，　Univ．　of　Tokyo），　WATANUKI，
　Y．（Hokkaido　Univ．）and　NAITO，　Y．（MPR）
Ultrasonographic　visllalization　of　inner　organs　of　penguins．
　SEINO，　S．（Univ．　of　Tokyo），卜IORI，　H．（Tokyo　Sea　Life　Park）and　TSUTSUI，　K．（Univ．
　of　Tokyo）
Dlving　record　in　relation　to　water　temperatllre　in　the　harbor　porpoise（Phoc㏄na　Ph㏄oena）
in　Funka　Bay，　Hokkaido．
　OHTANI，　S．（Mie　Ulliv．），　NAITO，　Y．（NIPR），　KAWAMURA，　A．（Mie　Univ．），
　NISHIWAKI，　S，，　KAWASAKI，　M．（ICR）and　KATO，　A．（NIPR）
Oceanographical　analysis　on　the　Southern　Minke　Whale
distnbution　based　on　the　data　dllring　Japanese　research　take　in　l993／94．
　NAGANOBU，　M、（NRIFSF），　KANO，　H．（Asia　Air　Survey）and　FUJISE，　Y．（ICR）
Establishment　of　a　model　for　dlし1rnal　variation　of　fbeding　activity　of　the　Antarctic　minke
whale．
　KUWAHARA，　S．（Tokyo　UIliv．　Fish．）and　OHSUMI，　S．（ICR）
December　9（Friday）
Poster　Session　IL　Tcrrestrial　Bi《）logy 1400・1600
D．Bacter輸／Cyallobacteria
Chairperson　　MATSUMOTO，　G．1．（Ohtsuma　Womenls　Univ．）
P56
P57
P58
P59
P60
Low－temperature　IIldllclble　expressioll　of　the　gene　encoding　is㏄itrate　dehydrogenase　of　a
psychrophnic　bacterium，Vibrio　sp．　strain　ABE－1．
　FUKUNAGA，　N．，　SUZUKI，　M．，　SAHARA，　T．，　TSURUHA，　J．　and　TAKADA，　Y．
　（Hokkaido　Univ．）
The　isolation　of　flmgi　from　fhe　McMurdo　Dry　Valleys　region，　Antarctica．
　MSHIKAWA，　J．　and　IIZUKA，　H，（Sci．　Univ．　of　Tokyo）
Co｛nparative　physiology　ofcyallobaαeria　from　themal　extremes，　Antarctica　and　hot
sp「1ng・
　SHIMIZU，　A．（Nara　Women’s　Unlv．）　KIMURA，　K．（Maezawa　Indust亘al　Inc．）
　and　WATANUKI，T．（Kanagawa　Pre£Public　Health　Lab．）
Long－chain　and　branched　hydK）carbons　ill　cultured　microalgae　and　cyanobacteria廿om
Antarctica．
　MATSUMOTO，　G．　L（Ohtsuma　Womenls　Univ．），　YAMADA，　S．（Shonan　Inst．
　TechnoL），　OHTANI，　S．（Shinlalle　Univ．），　NAGASHIMA，　H．，　FU川，　M．，　AIDA，　H．
　and　SATO，　H．（Sci．　Unlv．　Tokvo）
Development　of　picocyanobacterial　b1（）om　iII　pelagic　zone　of　southern　Lake　Baikal．
　KATANO，　T．，　WATANABE，　Y．（Tokyo　Metropoli加1　Ulliv．），　MOLOGAWAYA，0．
　and　DRUCKER，　V．（Siberiall　Br｛mch　of　Academy　of　Science，　RUSSIA）
E．AlgaeChairperson
P61
NAKANO，　T；｛Hir《）shima　Univ．）
Soil　algae　in　Antarctic　region．
　NAKANO，　T．，旧DA，　T．（Hiroshima　Univ．），　OHTANI，　S．（Shimane　Univ．）and
　DEGUC田，　H．（Hiroshima　Ulliv．）
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P62
P63
P64
P65
P66
P67
Soil　algae　from　Syowa　Statioll　area．
　OHTANI，　S．（Shimane　Univ．）alld　NAKANO，　T．（Hiroshima　Univ．）
How　to　glycerol　is　synthesized　with　carbon　source　in　Antarcdc　Dunaliella．
　WATANUKr，　T．（Kanagawa　Prefecttlral　Public　Health　Lab．），　MATSUSHITA，　K．
　NISHINA，　M．，HORI，　E．（Saitama　Medical　School），　SUMIYA，　K（JEOL）and　KATO，
　K．（The　National　Inst．　of　Health）
Diatoms　from　Tierra　del　Fuego
　FUKUSHIMA，　H．（Phyciology　lnsし），　KOBAYAS田，　T．，　YOSHITAKE，　S．（Shonan
Junior　CoUege）alld　FUJITA，　H．
Diatoms　epiphytic　omlloss　commmitles　at　the　sしmlmit　of　Mt．　F頭．
　MATSUSAKA，　T．（Aoyama　Juni（）ur　High　Schoo1）and　OHTANI，　S、（Shimane　Univ．）
Temperature　characteristics　of　all　Antarctic　green　alga　Chlorella　and　the　lipid　composition．
　NAGASHIMA，　H，，　KIJIMA，　S．（Sci．　Univ．　of　Tokyo），　OHTANI，　S．（Shimane　Univ．），
　MATSUMOTO，　G．　L（Otsuma　Woman’s　Univ．）and　MOMOSE，　H．（Sci．　Univ．　of
　Tokyo）
Taxonomical　stlldies　on　some　species　of　Chaetophorales　in　Antarctica．
　IHDA，　T．，　NAKANO，　T．（Iliroshima　Univ．），　OHTANI，　S．（Shimane　Univ．）and
　DEGUCHI，　IL（Hiroshlma　Ul］iv．）
F．Lichens／Mosses
Chairperson　　INOUE，　M．（Akita　Univ．）
P68
P69
P70
P71
P72
P73
Photobionts　isolated　from　some　AIltarctic　lichells．
　AOKI，　M．，　NAKANO，　T．（Hiroshima　Univ．），　KANDA，　H．（NIPR）and　DEGUCHI，　H．
　（Hiroshima　UIliv、）
Lichen　commullkies　in　Yukid（）ri　Valley，　Langhovde．
　INOUE，　M．（Akita　Univ．）
The　hunlan　impact　oll　terrestrial　ecosystems　ill　West　Antarctica．
　OLECH，　M．（Jagiellolliall　U∫ハiv、，POLAND）
Vegetation　on　the　moraine　of　the　glacier　fbreland　in　Spitsbergen　Island．
　KANDAJt（NIPR），　MINAMI，Y．（Hiraoka　Environlnental　Sci．　Lab．）and　KIBE，　T．
　（Grad．　Univ．Advanced　Stu（lies）
Estimation　of　the　decomposition　rates　of　moss　Iayers　in　boreal　and　subalpine　fbrests．
　NAKATSUBO，　T．，　UC田DA，　M．，　HORIKOSHI，　T．　and　NAKANE，　K．（Hiroshima
　Univ．）
Photosynthesis　and　pr（）ducts　in　Rhこ、comitrium　canescens　var．　edcoides　on　alpene　zone　of
Mt．　Fuji．
　SAKAI，　N．，　MASUZAWA，　T．（Sllizuoka　Univ．），　NAKATSUBO，　T．（Hiroshima
　UIliv．）alld　KANDA，　H．（NIPR）
G．Higher　Plants／hwertebrates
Chairperson　　MARUTA，　E．（Toho
P74
UIliv．）
Growth　of　two　Carex　species　in　Spitsbergen　Island．
　KIBE，　T．（Grad、　Ulliv．　Advallced　Sωdies），　MASUZAWA，　T．（Shizuoka　Univ．）
　and　KANDA，　H．（NIPR）
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P75
P76
P77
P78
P79
P80
P81
Saxifraga　oppositifOlia　at　the　deglaciated　terrain．
　MASUZAWA，　T．（Shizuoka　Univ．），　KIBE，　T．（Grad．　Univ．Advanced　Studies）
　and　MINAMI，　Y．（Hiraoka　Environmental　Sci．　Lab．）
Pe貢glacial　process　and　vegetation　around　Ny－Alesund，　Spitsbergen．
　SAIGUSA，　S．（Grad．　U　niv．Advance　Studies），　SAWAGUCHI，　S．（Meiji　Univ．），
　MASUZAWA，　T．（Shizuoka　Univ．）and　KANDA，　H．（NIPR）
Relationship　between　species　composition　in　Dryas㏄topetala　L　community　and
enVirOnmental負iCtOrS　at　glaCial　retreat　area．
　MINAMI，　Y．（Hiraoka　Environmental　Sci．　Lab．），　KANDA，　H．（NIPR）and
　MASUZAWA，T．（Shizuoka　Univ．）
Structure　of　Eriophorし1m　nlss㏄k　tundra　in　northenl　Yukon　Terlitory，　Canada．
　KOJIMA，　S．（Toyama　Univ．）
Water　relations　of　Pint】s　pllm｛la　in　the　snow　mehing　season　at　the　alpine　region　of　Mt．
Tateyama．
　MARUTA，　E．（Toho　Univ．），　NAKANO，　T．（Tokyo　Meteropolitan　Univ．），　ISHIDA，　A．
　（For．　and　For．　Prod．　Res．　Illst．），　IIDA，　H．（Yoshida　Sci．　Museum）and　MASUZAWA，
　T．（ShiZuoka　Univ．）
Abotany　based　bioclimatology　map　of　the　Truelove　area，　Devon　Island，　arcdc　Canada．
　Elvebakk，　A．（Univ．　of　Tmmsφ，　NORWAY）
Mutants　sellected　from　nattlra】poplllatioll　of　Chymomyza　costata　in　eastem　Siberia．
　SHIMADA，　K．（Hokkaido　UIliv．）and　WATABE，　H．（Hokkaido　Univ．　Edu．，　Sapporo）
一 128一
　　　National　lnstitute　of
　　　POIar　Reserach
　　　　9－10，Kaga　1－chome
　　　　Itabashlku，　Tokyo
東板橋体育館
Higashiitabashi
Gymnasium　　交番
　　　　　　Police
Research　Building
　　　Building
　　Receptlon
Guest　HouseGate
謙
　　AI　Exit　　　　、　BCke∫y
国立極地研究所
板橋区加賀1－9・10
電話　3962－4711
?
　　　　　　　’NlPR
　　　　　　　t噺k
　　　　Box
Convenience　　’
　　セむ　　
　　諜
、襲難㎎黛UTE17
灘鞭灘難
　　　♂　　　　　　　　べ　　　　’仁
　　　　　モ　　う
　　　　　、　　　　　　　　　　　♂㌔
　　♂　　　　　　ン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　　　　　’　　　　　　　　　　、　ぷ
、※　　、’才　　　　　、’
　　　　　　くオ　　　ッ　　　　　　ツ　　　　　　　シ
　　　　　　・　　　　漂　．繋
　Fruit　Store・’”　　　s㌔
8δ司i，亘A‖，y淋喪灘
∨’　　　陰蓬（Shin－nabashi）
　　　　　新板橋駅
　ロ　　へ
　　　ね　　コ　ロ　　　　　　　コ　　の　　　の　　　コ饗s、黙
雛馨e雛。i、
。
　　　　　　　　　　竃
、Z
竃蒙
Shimo－ltabashi
　東武東上線
　　下板橋駅　　宅
　　　　　　　　　　　　　　　　0
　　　　馨
s、　　、　”　　　
?
　　　騎
・
　　ぜ
蜜誓
　　500m
??、
　　　　of
XVIISymposium
　　　　on
　　December　7－9，1994
National　lnstitute　of　Polar　Research
